
〈
研

究

ノ
ー

ト

〉

映
画
研
究
の
再
検
討

再
発
見
さ
れ
た

『
武
士
道
』

の
位
置
づ
け
を
例

に
し

て

小

川

順

子

映画研究の再検討

序

二
〇
〇
四
年
九
月
十

八
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
、
第
四
回
京
都
映
画
祭
が
開

催
さ
れ
た
。

こ
の
度

の
テ
ー
マ
は
近
年
ブ

ー
ム
に
な
り

つ
つ
あ
る
チ
ャ
ソ
バ
ラ

に
焦
点
を
当

て
、
「
京
都
か
ら
世
界

ヘ

チ
ャ
ソ
バ
ラ
映
画
」
と
掲
げ
ら
れ
た
。

三

つ
の
会
場
に
分
か
れ
て
多
く

の
映
画
が
上
映
さ
れ
た
が
、
中
で
も

「特
別
上

映
作
品
」
と
し
て
東
京
国
立
近
代
美
術
館

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
よ
り
再
発
見
さ

れ
た
ぼ
か
り
の
日
独
合
作
映
画

『武
士
道
』
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
し
て
、
公
開
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
併

せ
て
開
催

さ
れ
た
。
こ
の

『武
士

道
』
の
上
映
は
、
第
四
回
京
都
映
画
祭
の
目

玉
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
感
が
あ

る
。
映
画
祭
に
先
立

っ
て
宣
伝
さ
れ
た
新
聞
記
事
を
二
つ
例
に
挙
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
映
画
祭
が
開
催
さ
れ
る
地
元
の
京
都
新
聞
に
は
、
次
の
よ
う

に
書

か

れ
て
い
る
。

「
日
本
最
初

の
国
際
合
作
を
発
見

一
九

二
六
年
映
画

「
武
士
道
」

日
本
と
ド
イ
ツ
が
共
同
製
作
し
、

一
九

二
六
年
公
開
さ
れ
た
映
画

「
武

士
道
」
の
フ
ィ
ル
ム
が

ロ
シ
ア
で
見

つ
か
り
、
九
月

の
第
四
回
京
都
映
画

祭
で
特
別
上
映
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
日
本
で
最
初

の
本
格
的
な
国
際

合
作
映
画
と
み
ら
れ
る
。
同
映
画
祭
実
行
委
員
会
と
東
京
国
立
近
代
美
術

館

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
が
十

一
日
発
表
し
た
。

ロ
シ
ア
国
立
映
画
保
管
所

に
ド
イ

ッ
映
画
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
の

を
、
同
セ
ン
タ
ー
研
究
員
ら
が
確
認
し
た
。

「武
士
道
」
は
二
十
年
代
に
活
躍
し
た
賀
古
残
夢
と
、
ド
イ

ッ
の

ハ
イ
ン

ツ
・
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ラ
ン
ト
が
共
同
で
監
督

し
た
八
十
三
分

の
無
声
映
画
。

鉄
砲
伝
来
を

モ
チ
ー
フ
に
、
日
本
に
流
れ
着

い
た
外
国
人
が
戦
乱

に
巻
き
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込
ま
れ
る
時
代
劇
。
岡
島
艶
子
や
ド

イ
ッ
人
俳
優
ら
が
出
演
し
、
京
都
の

東
亜
キ
ネ

マ
等
持
院
撮
影
所

で
製
作

さ
れ
た
。

国
際
合
作
映
画
と
し
て
は
、
原
節

子
さ
ん
主
演

の
日
独
合
作

「新
し
き

土
」
(
三
十
七
年
)
が
こ
れ
ま
で
最
初

と
さ
れ
て
き

た
。
「武
士
道
」
は
そ

の
十
年
以
上
も
前

に
撮
ら
れ
た
が
、
公
開
以
降
は
フ
ィ
ル
ム
の
所
在
が
不

明
で
内
容
も

は

っ
き
り
し
な
か

っ
た
と

い
う

(共
同
通
信
)」
(京
都
新
聞

二
〇
〇
四
年
八
月
十

一
日
)

次
は
、
そ
の
約

二
週
間
後
に
発
行
さ
れ

た
読
売
新
聞
か
ら
で
あ
る
。

「
日
独
合
作

「武
士
道
」
を
収
蔵
…
…

一
九
二
五
年
作

東
京

・
京
橋

の
東
京
国
立
近
代
美
術
館

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
が
、

一
九

二
五
年

に
日

・
独

で
合
作
し
た
無
声

映
画

「
武
士
道
」
11
写
真
11
を
新

た

に
収
蔵
し
た
。

同

セ
ン
タ
ー
は

一
九
九
九
年
か
ら
、

ロ
シ
ア
に
保
存
さ
れ
て
い
る
日
本

映
画

の
収
集
を
行

っ
て
き
た
。
「武
士
道
」
は
こ
れ
ま
で
ド
イ

ッ
映
画

に

分
類
さ
れ
て
い
た
た
め
、
調
査
が
及

ん
で
い
な
か

っ
た
と
い
う
。

外
国
と

の
合
作
映
画
は
、

一
九
三
七
年

の

「
新
し
き
土
」
(
ア
ー
ノ
ル

ド

・
フ
ァ
ン
ク
、
伊
丹
万
作
共
同
監
督
)
が
先
駆
的
作
品
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
『武
士
道
』
は
、
日
本
初

の
本
格
的

な
国
際
合
作
で
は
な
い
か
」
と
評
価

し
て
い
る
。

監
督
は
、
独
の

ハ
イ
ン
ツ

・
カ
ー
ル

・
ハ
イ
ラ
ン
ト
と
日
本

の
賀
古
残

夢
。
岡
島
艶
子
、
明
石
潮
が
出
演
し
て
い
る
。
日
本

に
漂
着
し
た
異
国
船

の
将
校
が
、
彼
を
客
人
と
し
て
招

い
た
大
名
に
鉄
砲
や
火
薬
を
伝
え
る
物

語

に
な

っ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
常
石
史
子
研
究
員
は
、
「
武
士
道
を
海
外

に
宣
伝
す
る

目
的

で
作
ら
れ
た
映
画
。
日
本
の
名
所
を
紹
介
し
、
腹
切
り
や
芸
者
も
描

か
れ
て
い
る
が
、
意
外
に
ち
ゃ
ん
と
で
き

て
い
る
」
と
い
う
。

「
武
士
道
」

は
、
九
月
二
十
日
に
、
「第
四
回
京
都
映
画
祭
」
で
特
別
上

映
さ
れ
る
。
東
京

で
の
上
映
は
二
〇
〇
五
年
春
の
予
定
」
(読
売
新
聞
二
〇

　
ユ
　

〇
四
年
八
月
二
十
七
日
)

京
都
映
画
祭
公
式
H
P
に
よ
る
確
定
し
た
情
報
発
信
や
チ
ラ
シ
等
、
『武
士

道
』
に
関
す
る
上
記
以
外
の
情
報
が
出
回

っ
た
の
は
、
九
月
以
降
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
実
際
に
フ
ィ
ル
ム
を
目
に
す
る
…機
会
も
九
月
二
十
日
を
待
た
な
く
て

は
な
ら
な
か
っ
た
。

新
聞
記
事
に
も
あ

る
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
日
本
と
諸
外
国

の
合
作
映
画

は

　　
　

『新
し
き
土
』
が
最
初
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ま
で

数

々
出
さ
れ
て
き
た
日
本
映
画
史

の
著
書

に
お
い
て
も
、
『武
士
道
』

に
つ
い

　
ヨ
　

て
言
及
し
た
も

の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

過
去
に
製
作
さ
れ
た
日
本
映
画

(と
り
わ
け
無
声
映
画
時
代
)
は
、
か
な
り

の
割
合

で
フ
ィ
ル
ム
が
失
わ
れ
て
い
る
。
断
片
す
ら
も
発
見
さ
れ
な

い
も

の
も
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未
だ

に
数
多
い
。
よ
う
や
く
映
画
が
研
究

対
象
と
し
て
の
地
位
を
得
始
め
て
か

ら
、
失
わ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
の
発
掘
が
盛
ん
に
な
り
だ
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
背
景
に
は
、

フ
ィ
ル
ム
を
保
管
で
き
る
設
備
の
確
立
や
、
劣

化
し
た
フ
ィ
ル
ム
の
再
生
な
ど
、
技
術
的

な
進
歩
、
あ
る
い
は
フ
ィ
ル
ム
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
発
掘
事
業
に
専
心
で
き
る
部
門
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ

の
よ
う
に
し
て
再
発
掘
さ
れ
た
映
画
に
対
し
て
、
我

々
は
ど

の
よ
う
に
接
し
、

あ
ら
た
な
る
研
究
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
、
あ
る
い
は
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と

が
で
き

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿

で
は
、
再
発
見
さ
れ
た

『武
士
道
』
が
ど
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
、
人

々

の
目
に
触
れ
た
の
か
。

一
般

の
人
々
も
見

る
機
会
を
得
た
第

四
回
京
都
映
画
祭

に
お
け
る
報
告
に
触
れ
な
が
ら
、
二
〇
〇
四
年
現
在
で
の
位
置
づ
け
を
確
認
す

る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
も
再
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
過
去
の
映
画

を
、
研
究
対
象
と
し
て
ど

の
よ
う
に
扱
う

こ
と
が
で
き

る
か
を
、
『武
士
道
』

を
例

に
模
索
す
る
。
未
だ
に
資
料
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
結
論
は
仮
説

に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
映
画
研
究

の
方
法
を
振
り
返
り
、
今
後

の
課
題

と
あ
わ
せ
て
、
再
検
討
を
試
み
る
。

発
見
さ
れ
た

『武
士
道
』
の
紹
介

我

々
が
実
際

の
作
品
を
目
に
す

る
前
に
、
『武
士
道
』

に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
紹
介
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
九
月

に
な

っ
て
紹
介
さ
れ
た
第
四
回
京
都

映
画
祭

の
チ
ラ
シ
に
は
、
公
開
年
、
撮

影
所
、

フ
ィ
ル
ム
の
種
類

(
モ
ノ
ク

ロ
・
サ
イ
レ
ソ
ト
)、
監
督
名
、
長
さ

(分
数
)
、
出
演
者
、
そ
し
て
き
わ
め
て

簡
単
な
あ
ら
す
じ
が
書
か
れ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
次

に
、
詳
し
い
イ
ソ
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
映
画
評
論
家

・
山
根
貞
男
氏

が

『キ
ネ

マ
旬
報

二
〇
〇
四
年
九
月
下
旬
号

(Z
。
・一自
ω)』
(
二
〇
〇
四
年
九
月

十
五
日
発
行
)
に
て
、
触
れ
た
記
事

で
あ
る
。
山
根
氏

は
京
都
映
画
祭

の
企
画

に
も
関
わ

っ
て
お
り
、
こ
の
映
画

の
上
映
を
挟
ん
で

「映
画
は
国
境
を
越
え

る
」
と
題
し
た
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
を
催
す
こ
と
に
し
た
旨
を
伝
え
て
い
る
。
で
は
、

こ
の
記
事
に
お
い
て
事
前
に
ど

の
よ
う
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
、

山
根
氏

の
言
葉
を
借
り

つ
つ
、
紹
介
し
た
い
。

『武
士
道
』
は
当
時
日
本
で
も
公
開
さ
れ
て
い
た
記
録
が
残

っ
て
い
る
が
、
日

本
に
は
フ
ィ
ル
ム
が
存
在
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
び
、

ロ
シ
ア
で
ド
イ
ッ
映
画

と
し
て
分
類
さ
れ

て
い
る

(
日
独
合
作
映
画
の
ド
イ
ッ
版
で
あ

っ
た
た
め
)
こ
と

を

ミ
ュ
ン

ヘ
ソ
映
画
博
物
館
か
ら
の
情
報
を
通
し
て
知

っ
た
東
京
国
立
近
代
美

術
館

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー

(以
後
、
フ
ィ
ル
ム
セ
ソ
タ
ー
と
略
す
)
に
よ

っ
て
発

見
さ
れ
た
。
映
画
祭
に
先
立

っ
て
、
記
者
発
表
後
、
試
写
が
行
わ
れ
、
山
根
氏

は
そ
こ
で
初
め
て
実
物
を
見

て

「大
い
に
感
銘
を
受
け
た
」
そ
う
で
あ
る
。
映

画
解
説
を
ふ
ま
え
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

話
の
舞
台
は
特
定
さ
れ
て
い
な

い
。
彦
根
城
を
中
心
に
大

ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
な
さ
れ
、
姫
路
城
も
登
場
す
る
の
は
い
い
が
、
途
中
、
鎌
倉

の
大
仏

が
出
て
く
る
か
と
思
え
ぽ
、
奈
良
公
園
で
鹿
と
戯
れ
る
シ
ー
ン
も
あ
り
、
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あ
げ
く
に
吉
原
ま
で
が
舞
台
に
な
る
。
架
空

の
藩
が
デ
タ
ラ
メ
に
つ
く
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
、
外
国
人
と
日
本

人
の
会
話
も
自
由
に
な
さ
れ
る
。

合
作

の
経
緯

は
わ
か
ら
な
い
が
、

ハ
ラ
キ
リ
が
重
要
な
要
素
と
し
て
出

て
く
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
日
本
に
対

す
る
西
洋
人

の
好
奇
心
が

ベ
ー
ス
で

あ
る
こ
と
は

一
目
瞭
然

で
あ
る
。
そ
れ
も
含
め
て
、
実
に
面
白

い
。
デ
タ

ラ
メ
な
部
分
が
あ
る
の
で
、
キ
ワ
モ
ノ
め
い
て
見
え
る
が
、
愚
作
で
も
出

来
損
な

い
で
も
な
く
、
と
き
な
ら
ぬ
外
国
人

の
上
陸

に
よ

っ
て
起
こ
る
波

紋
、
隣
国
と
の
戦
、
そ
れ
を
通
じ
て

の
火
薬
と
銃
器
の
伝
授
と
い
っ
た
こ

　
　
　

と
が
、
あ
る
時
代
劇
様
式

の
も
と
に
描
き
出
さ
れ
て
い
く
。

そ
し
て
、
「映
画
の
中
身
も
素
晴
ら
し
く
、
ま
さ
に
珍
品
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

　　
　

し

い
」

と

評

し

、

『
ラ

ス

ト

サ

ム

ラ
イ

』

(
二
〇

〇

三
)

に

通

じ

る

も

の
が

あ

　　
　

る
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
記
事
か
ら
受
け
る
印
象

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
可
能
性
は

後

に
触
れ
る
と
し
て
、
次

に
二
〇
〇
四
年

九
月
十
八
日
発
行
、
す
な
わ
ち
京
都

映
画
祭
当
日
よ
り
販
売
さ
れ
た
公
式
カ
タ

ロ
グ
で
の
紹
介
を
見
て
い
き
た
い
と

思
う
。
こ
こ
で
は
、

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
研
究
員
で
あ

る
常
石
史
子
氏
に
よ

っ

て
、
入
手

の
経
緯
や

『武
士
道
』
製
作
当

時
の
状
況
、
映
画

の
詳
し
い
あ
ら
す

じ
紹
介
と
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『武
士
道
』
入
手
の
経
緯
を
説
明
し
た
後

に
、
「
『発
見
』
を
待
ち
望
ま
れ
て
い

た
映
画
と
は
と
て
も
言
え
ず
、
実
際
に
フ

ィ
ル
ム
に
接
し
て
は
じ
め
て

『
こ
ん

な
映
画
が
作
ら
れ
て
い
た
の
か
』
と
驚

い
た
、
と

い
う
の
が
真
相
で
あ
る
」
と

記
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
検
閲
時
と
発
見
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
の
長
さ
を
比
べ
、

ほ
ぼ

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近

い
こ
と
に
言
及
し
、
「
日
本
検
閲

で
切
除
さ
れ
た
と

い

う
記
録
は
な

い
の
で
、
日
本
版

は
あ
ら
か
じ
め
別

の
形

で
編
集
さ
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な

い
」
と
報
告
す
る
。

日
本
を
題
材

に
し
た

「
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ズ
ム
映
画
」
は
、
映
画

の
草
創
期
か
ら

各
国
で
頻
繁
に
製
作
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
こ
の

『武
士
道
』
が
製
作
さ
れ

る
ま
で
は
、
そ
れ
ら
の
映
画
は
日
本
人
も
出
て
い
な
け
れ
ば
、
日
本

で
撮
影
さ

　　
　

れ
て
き
た
わ
け
で
も
な
か

っ
た
。
そ

の
点

に
お
い
て
、
本
作
品
は
監
督
も
俳
優

も

「
日
独
合
作
」

で
あ
り
、
実
際

に
日
本

で
撮
影
が
行
わ
れ
て
い
る
点
に
お
い

て
、
「
か
な
り
本
格
的
な
国
際
合
作

で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
当
時

の
様
子
を
次

の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
武

士

道

』

の
製

作

開

始

を

報

じ

る

記

事

(
大
阪
朝

日
新

聞
京

都
付

録

一

九

二
四
年

=

月

二
二

日
)

に

は

、

「
欧

州

第

一
流

の
大

会

社

で
欧

州

全

国

に
亙

り
約

四

千

の
常

設

館

を

有

し

て

い

る
」

ウ

ー

フ

ァ
と

の
共

同

製

作

で

あ

り
、

「
忠

孝

と

武

士

道

を

海

外

に
紹

介

す

る
大

映

畫

」

と

誇

ら

し

げ

に

報

じ

ら

れ

て

い

る
が

、

実

際

は

ウ

ー

フ

ァ
傘

下

の

ハ
イ

ン

ツ

・
カ

ー

ル

・

ハ
イ

ラ

ン

ト

・
フ

ィ

ル

ム
が

製

作

に
入

っ
た

よ

う

で
あ

る
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

配

給

も

結

局

は

ウ

ー

フ

ァ
で
な

く

ド

イ

ッ

・
ノ

ル
デ

ィ

ッ

シ

ェ

・
フ

ィ

ル

ム

・

ユ

ニ
オ

ン

に

よ

っ
て
な

さ

れ

た

(
一
九

二
六
年

に
ベ

ル
リ

ン
で
検
閲

通
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過
)。
日
本

で
は

「
す
で
に
独
逸

で
は

ハ
イ
ラ
ン
ド
氏
が
公
開
し
多
大
な

好
評
を
博
し
た
の
で
あ

る
」
(京
都

日
日
新
聞

一
九
二
六
年
五
月
三
十

一

　
　
　

日
)

な

ど

と

報

じ

ら

れ

て

い

る
。

演

二
千
人
」
と
華

々
し
い
が
、
完
成
か
ら
公
開
ま
で

一
年

五
ヶ
月
も
の
時

を
要
し
た

つ
ま
り
お
ク
ラ
に
な

っ
た
の
は
こ
の
内
紛

に
よ
る
部
分
も

　
　
　

あ

っ
た

の

か
も

知

れ

な

い
。

映画研究の再検:討

続
い
て
、
日
本
で
の
実
際

の
製
作
状
況
を
説
明
し
て
い
る
。

一
九
二
四
年
十

一
月
に
製
作
が
開
始
さ
れ
た
時
点
で
の
監

督
に
は
、
賀
古
残
夢

の
他
に
日
本
映

画
の
父
と
呼
ば
れ
る
牧
野
省
三
を
は
じ
め
、
当
時

の
日
本
映
画
界
を
支
え
た
監

督
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
彦
根
城
に
、
他

の
作
品
と
合
同

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行

っ
た
辺
り
ま
で
は
順
調
で
あ

っ
た
が
、
吉
原
の
セ
ッ
ト
を
組
む
段
階
で
頓
挫

し
、

一
時
製
作
中
止
。
漸
く
完
成
に
こ
ぎ

つ
け
た
の
が
翌

一
九
二
五
年

の

一
月

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
別
の
問
題
が
発
生
す
る
。
そ
れ
は
東
亜
等
持
院

撮
影
所

に
お
い
て
東
亜
キ
ネ

マ
側
と

マ
キ

ノ
映
画
側
と
の
内
紛
が
起
こ
り
、
牧

野
省
三
を
は
じ
め
と
す
る
マ
キ
ノ
映
画

一
党
が
東
亜
と
分
離
、
天
授

ヶ
丘

(御

室
)
に
新
た
な
る

マ
キ
ノ
映
画
撮
影
所
を
設
立
し
て
独
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
撮
影
所

ス
タ

ッ
フ
も
分
か
れ
、

『武
士
道
』
製
作
開
始

に
名

の
挙
が

っ
た
面

々
の
な
か
で
賀
古
残
夢
だ
け
が
東
亜
に
と
ど
ま

っ
た
と
い
う
。
こ
の
背

景
を
踏
ん
だ
上
で
、
常
石
氏
は
次

の
よ
う

に
説
明
を
付
け
る
。

公
開
時
の
宣
伝
資
料
は

「世
界
最
初
の
大
時
代
劇

二
年
越
し
漸
く
完

成

稀
代
の
明
畫
H

遂
に
諸
君
の
眼
前
に
現
は
れ
た
り
H

見
よ
…
…

絶
世
の
國
寶
映
晝
を
H
」
「
撮
影
日
数
満
二
ヶ
年
撮
影
費
三
十
萬
補
助
出

山
根
氏
と
同
様
、
物
語

に
つ
い
て

「
鉄
砲
伝
来
を
モ
チ
ー
フ
」

に
し
て
い
る

こ
と
に
言
及
し
、
時
は

一
五
四
三
年
、
場
所
は
種
子
島
、
漂
着
し
た
外
国
人
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
特
定
。
前
述
し
た
新
聞
記
事
で
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本

作
品
が

「
日
本
紹
介
」
目
的

の
た
め
、
実
際

の
舞
台
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
た

だ

「彦
根
城
を
中
心
に
、
姫
路
城
、
鎌
倉

の
大
仏
や
奈
良
公
園
な
ど
国
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
景
勝
地
が
登
場
し
、
徒
歩
圏
で
つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
て
い
る
」
と
解
説

す
る
。

映
画
を
見
た
人
な
ら
あ
ら
す
じ
が
当
然
分
か
る
が
、
公
式

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

性
格
上
、
よ
り
詳
細
な
物
語

の
内
容
を
綴

っ
て
い
る
。
後

の
資
料
比
較

の
た
め

敢
え
て
紹
介
さ
れ
た
あ
ら
す
じ
を
引
用
し
た
い
。

嵐
で
航
路
を
外
れ
た
異
国

の
船
が
大
名

・
頼
朝
の
国
に
漂
着
し
、
頼
朝

が
将
校

の
マ
ヌ
エ
ル
を
城
に
招
待
す
る
。
庭
を
散
策
中
、
頼
朝
は
家
臣

の

礼
之
助

に
、
弓
で
小
鳥
を
射
落
と
す
よ
う
に
命
じ
る
。
射
損
じ
た
礼
之
助

は
侍

の
面
目
に
か
け
て
切
腹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
ヌ
エ
ル
が
取
り

出
し
た
小
銃

に
頼
朝
以
下

一
同
は
仰
天
し
、
頼
朝
は
礼
之
助

に

「あ

の
武

器
を
作
れ
ば
切
腹
を
免
除
す
る
」
と
告
げ
る
。
礼
之
助
の
身
を
案
じ
る
許

239



嫁
の
静
香
は
、

マ
ヌ
エ
ル
に
そ
の
身

を
捧
げ
て
も
武
器

の
秘
密
を
聞
き
出

そ
う
と
す
る
。
あ
る
日

マ
ヌ
エ
ル
は
、
酔

っ
払

っ
た
侍
二
人
に
迫
ら
れ
た

芸
者
を
助
け
る
。
頼
朝

は
二
人

に
切
腹
を
言

い
渡
す
が
、

マ
ヌ
エ
ル
の
嘆

願
で

一
人
は
命
を
助
け
ら
れ
る
。
釣
り
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
、
頼
朝
と
は

犬
猿

の
仲
で
あ
る
西
田
の
領
地
に
迷

い
込
ん
だ

マ
ヌ
エ
ル
は
、
難
破
し
て

海
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

エ
ヴ

ァ
を
救
う
が
、
二
人
と
も
西
田
の
城

に
連

れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。
西
田
は

エ
ヴ

ァ
に
着
物
を
着
せ
、
好
色
な
目
を
向

け
る
。

エ
ヴ
ァ
は
西
田
の
城
を
逃
れ

て
吉
原
に
逃
げ
込
む
が
、
結
局
連
れ

去
ら
れ
て
し
ま
う
。
客
人
を
救
う
た
め
、
頼
朝
は

一
軍
を
派
遣
し
、
両
家

の
間
に
大
掛
か
り
な
戦
が
始
ま
る
。
戦
は
頼
朝
軍

の
勝
利
に
終
わ
り
、

マ

ヌ
エ
ル
は
頼
朝

に
礼
と
し
て
鉄
砲

の
秘
密
を
教
え
た
。
無
事
救

い
出
さ
れ

た

エ
ヴ
ァ
は
、

マ
ヌ
エ
ル
に
吉
原

の
…遊
女
と
誤
解
さ
れ
て
嘆

い
て
い
る
。

マ
ヌ
エ
ル
は
礼
之
助
と
吉
原
に
出
向

き
、

エ
ヴ
ァ
が
純
潔
で
あ
る
こ
と
を

知
る
。
か
く
し
て

マ
ヌ
エ
ル
と

エ
ヴ

ァ
は
結
ば
れ
、
日
本

の
伝
統
的
な
祝

　　
　

言
を
あ
げ

て
、
二
人
揃

っ
て
元
の
世
界

へ
と
帰

っ
て
ゆ
く
。

あ
ら
す
じ
を
読
ん
で
も
推
測

で
き

る
と

お
り
、
「
ハ
ラ
キ
リ
」
や
吉
原

(芸

者
)
を
物
語

の
な
か
に
取
り
込
む
た
め
に
、
や
や
唐
突
な
展
開
が
な
さ
れ
て
い

る
。
「武
士
道
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
映
画
の
冒
頭
で
筆

に
よ

っ
て
描
か
れ

る
形

で
示
さ
れ
、
す
ぐ
後
に
ド
イ
ッ
語
題
名

「
鉄
の
掟
」
と
い
う
カ
ッ
ト
が
挿

入
さ
れ
る
。
「
ハ
ラ
キ
リ
」

に
こ
だ
わ

っ
た
の
も
、
お
そ
ら
く

「武
士
道
」
理

解

の
代
表
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点

に
つ
い
て
常
石
氏
の
見
解

は
、
「武
士
道
」

の
意
味
合

い
が
、
「主
君

へ
の
絶
対
服
従
と
い
う
点
で
し
か
捉

え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
大
い
に
疑
問
は
覚
え
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、

映
画
全
体

に
つ
い
て
は
、
映
像
に
現
れ
る
西
洋

の
剣
と
日
本

の
刀
や
、
着
物
を

着
せ
ら
れ
た

エ
ヴ

ァ
の
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
動
き
な
ど
、
生
身
の

「異
文
化

交
流
」
が
行
わ
れ
て
い
て

「
不
思
議
な
面
白
さ
」
が
あ
る
と

コ
メ
ソ
ト
を
述

べ

て
い
る
。
ま
た
、
「
こ
の
壮
大
な
試

み
が
実
現
し
た
の
は
、
ド
イ

ッ
側
監
督
、

ハ
イ
ン
ツ

・
カ
ー
ル

・
ハ
イ
ラ
ン
ト
の
個
人
的
な
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

ハ
イ
ラ
ソ
ト
は
、

ヨ
ー
ロ
ヅ

パ
人

に
と

っ
て
未
知
な
国
を
舞
台
に
し
た
冒
険
映
画
を
主
に
手
が
け

て
お
り
、

日
本

に
つ
い
て
も

『
日
本

の
仮
面
』
(
一
九
二

一
～
二
二
)
な
る
フ
ィ
ル
ム
を
製

　　
　

作

・
監
督
し
た
経
験
が
あ

っ
た
」
と
報
告
し
て
い
る
。

フ
ィ
ル
ム
セ
ソ
タ
ー
の

調
査

の
結
果
、
宣
伝
文
句
と
は
裏
腹
に
、

ハ
イ
ラ
ソ
ト
監
督
は
ド
イ
ッ
で
有
名

な
ウ
ー
フ
ァ
所
属

の
有
名
監
督
で
も
な
く
、
『武
士
道
』
出
演

の
二
俳
優
と
三

人
だ
け
で
映
画
を
製
作
し
て
い
た
極
小
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
監
督

で
あ
る
そ
う

だ
。公

式
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
に

『武
士
道
』
公
開
記
念

シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
の
案
内
が
出

て
お
り
、
次

の
よ
う
な
予
告
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
は
る
か
昔

か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
国

の
あ
い
だ
で
映
画
の
合
作
が
行
わ
れ
、
世
界

の
映
画
人
が
活
発

に
交
流

し
て
い
た
。
日
独
合
作
映
画

『武
士
道
』
(
一
九
二
六
)
の
発
見

は
、
そ

の
事

実
を
映
画

フ
ァ
ン
の
眼
前
に
あ
ら
た
め
て
差
し
出
す
事
件

で
あ
ろ
う
。
た
し
か
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に
リ

ュ
、、・
エ
ー
ル
の
シ
ネ

マ
ト
グ
ラ
フ
に
よ

っ
て
明
治
の
日
本
が
撮
影
さ
れ
て

以
来
、
日
本
と
世
界
は
映
画
を
通
じ
て
交

流
し
て
き
た
。
草
創
期

ハ
リ
ウ
ッ
ド

の
人
気

ス
タ
ー
早
川
雪
州
か
ら
始
ま

っ
て
、
多
く

の
日
本
人
が
海
を
渡

っ
て
活

躍
し
、
あ

る
い
は
海
外
の
映
画
と
日
本
映

画
は
相
互
に
影
響
を
与
え
合

っ
て
き

た
。
そ
う
し
た
流
れ
は
現
在
に
至
る
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
で
、

「映
画
は
国
境
を
越
え
る
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
催
し
、
映
画

に
よ
る

交
流

の
歴
史
と
現
状
を
多
様
な
角
度

か
ら
語
る
。
」
出
席
者
は
司
会

の
山
根
貞

男
氏
、
稲
賀
繁
美
氏
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ

ー

・
ベ
ネ

ッ
ト
氏
、
常
石
史
子
氏
、
冨

田
美
香
氏

の
五
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
簡
単

な
プ

ロ
フ
ィ
ー

ル
が

の
せ
ら
れ
て

い
魂
・

二
〇
〇
四
年
九
月

二
十
日
、
京
都
文
化
博
物
館
別
館
に
お
い
て
映
画

『武
士

道
』
、
『奇
傑
ゾ

ロ
』

の
上
映
、
そ
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
が

二
時
間
開
催
さ
れ
、

最
後

に
も
う

一
度
映
画

『武
士
道
』

の
上
映
と
な

っ
た
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
何
ら
か
の
形
で
知

っ
た
映
画

フ
ァ
ン
が
、
『武
士
道
』
と

は
い
か
な
る
映
画
で
あ
ろ
う
か
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
待
を
胸
に
会
場
に
足
を
運

ん
だ
と
思
わ
れ
る

(無
料
で
は
な
い
の
で
あ

る
か
ら
)。
筆
者
も
そ
の

一
人

で
あ

る
が
、

二
〇
〇
席
用
意
さ
れ
て
い
た
会
場

は
、
上
映
及
び

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
間
、

ほ
ぼ
満
席

で
あ

っ
た
。
試
写
に
立
ち
会

っ
た
の
が
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ

っ
た

の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
会
場

に
集
ま

っ
た
人

々
は
初

め
て
こ
の
映

画
に
接
し
た
と
い
、兄
る
。

一
九
二
六
年

の
公
開
時
に
見
て
い
た
人
あ
る
い
は
製

作
に
何
ら
か
の
形

で
関
わ

っ
た
人
が
い
れ
ば
、
か
な
り
の
高
齢
に
な

っ
て
い
る

で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
よ
う
な
貴
重
な
意
見
が
聞
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

フ
ィ
ル
ム

セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は
映
画
祭

の
実
行
委
員
会
が
す
で
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行

っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
。

映
画

『武
士
道
』
は
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
ド
イ
ッ
版
で
あ
る
。
無
声

映
画
で
あ

る
た
め
台
詞
は
映
像

の
合
間
に

「文
字
」
で
挿
入
さ
れ
る
。
常
石
氏

が
触
れ
た
よ
う
に

「
日
本
版
」
が

「
別
の
形
で
編
集
」
と

い
う
の
も
、
こ
の
台

詞
の
文
字
部
分
の
違
い
を
指
摘
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
度

は
挿
入
さ
れ

た
台
詞
の
ド
イ
ッ
語
に
対
す
る
日
本
語

の
翻
訳
を
、
映
画
公
開
用

に
字
幕
と
し

て
附
け
て
上
映
さ
れ
た
。
日
本
版
が
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
と
報
告
さ
れ
て

い
る
わ
け
だ
か
ら
、
当
時
の
日
本
公
開
時

の
模
様
や
字
幕
、
あ
る
い
は
活
弁
士

た
ち
が
ど
の
よ
う
に
説
明
を
し
て
い
た
か
は
想
像
す
る
し
か
な
い
。
当
日
は
、

ド
イ

ッ
人

の
ギ

ュ
ン
タ
ー

・
A

・
ブ

ー
フ
ヴ
ァ
ル
ト
氏
に
よ
る
ピ
ア
ノ
伴
奏
と

あ
わ
せ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

映
画
の
あ
ら
す
じ
は
先

に
引
用
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
実
際
、

鑑
賞
後

に
確
認
す
る
と
、
少
し
説
明
を
は
し

ょ
り
す
ぎ

て
い
る
点
が
感
じ
ら
れ

た
。
映
画
で
は
、
礼
之
助

の
許
嫁

・
静
香
を
最
初
か
ら

「
芸
者
」
と
紹
介
し
て

い
る
。
そ
し
て
、

マ
ヌ
エ
ル
が
助
け
た
芸
者
が
そ
の
静
香

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

映
画
を
見
る
限
り
静
香
は
腰
元
で
あ
り
、
芸
者

で
も
な
く
吉
原
と
も
関
係
が
な

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
荒
唐
無
稽
な
物
語
が
映
画
で
展
開
さ
れ

る
の
は
、
今

で
も
同
じ
で
あ
る
し
、
劇
映
画
が
そ
も
そ
も

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
た
め
、
そ
の
事

に
目
く
じ
ら
を
立
て
て
批
評
し
て
い
て
は
、
映
画
が
成
立
し
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な
い
。
こ
こ
で
敢
え
て
断
り
書
き
を
入
れ

た
の
は
、
西
洋
人
が
持

つ
日
本

の
イ

メ
ー
ジ
の
ほ
と
ん
ど
が

「
ハ
ラ
キ
リ
」
「
ゲ
イ

シ
ャ
」

で
あ
る
と
い
っ
た
点
が
、

『武
士
道
』
を
も
含

め
た
、
映
像

に
現
れ
る
西
洋
人

の
日
本
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

繰
り
返
さ
れ
る
と
、
冨
田
氏
が
公
式
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中

で
指
摘
し
て
い
た
か

　
お
　

ら
で
あ
る
。

冨
田
氏
は

「
映
画
に
先
立

つ
日
本
イ
メ
ー
ジ
」
と
し
て
、
十
九
世
紀
末

の
万

国
博
覧
会
か
ら
の
流
れ
を
解
説
し
、
「
い
わ
ば
、
ジ
ャ
ポ

ニ
ズ

ム
と
と
も
に
広

く
普
及
し
た
日
本
的
な
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
自
分
た
ち
の
文
化
と
は
違
う
異
文

化
を
求
め
た
欧
米

の
欲
求
と
、
そ
の
欧
米

の
希
望

に
応
、兄
る
異
文
化
と
し
て
の

自
文
化
を
売
り
込
む
日
本
側
と
が
、
互

い
に
補
強
し
あ

っ
た
日
本
文
化
像
と
言

　
レ
　

え
る
だ
ろ
う
」
と
述

べ
て
い
る
。
同
氏
は
続

い
て
、
そ
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
し

ま

っ
た

「
日
本
的
な
記
号
」
が

「富
士
山
、
大
仏
、
日
本
庭
園
、
武
士
、
芸
者
、

茶
屋
」
な
ど

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
出
て
く
る
合
作
や
協
力
映
画

　
ゆ
　

を

「国
辱
映
画
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
『武
士
道
』
も
そ
の
中

の

一
つ
と
し
て
数
え
て
い
る
。

第
四
回
京
都
映
画
祭
の
後
、
筆
者
の
知

る
限
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト
で
あ

っ
た
稲

　
め
　

賀
氏
が

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
を
振
り
返

っ
て
、
発
表
し
た
も

の
以
外
は
、
十

二
月
下
旬

の
現
在
ま
で
、
『武
士
道
』

に

つ
い
て
の
新

た
な
る
見
解
な
り
、
報

告
、
研
究
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

『武

士
道
』
を

め
ぐ

る
当
時

の
報
道

い
さ
さ
か
冗
長
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
再
発
見
さ
れ
た

『武
士
道
』

に
つ

い
て
は
、
以
上

の
よ
う
な
情
報
と
見
解
が
示
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
映
画
を
見

た
人
が
そ
の
映
画
を
評
し
、
そ
の
事
に
つ
い
て
発
言
し
よ
う
と
な
る
と
、
完
全

な
る
客
観
的
な
意
見
は
あ
り
得
な
い
。
必
ず
主
観
が
混
じ

っ
て
し
ま
う
。
そ

の

時

に
、
ど
れ
ほ
ど
の
情
報
が
作
用
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
発
見
を
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
」
わ
け
で
は
な

い
と
紹
介
さ
れ
た

『武
士
道
』

は
、
製
作
な
い
し
上
映
当
時
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
日
本
初

の
合
作
と
報
道
さ
れ
た
の
な
ら
、
な
ぜ
話
題
に
な
ら
な
か

っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時

の
資
料
か
ら
、
『武
士
道
』

の
位
置
づ
け
を
探

っ
て

み
た
。

常
石
氏
が
記
し
て
い
た
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
製
作
が
報
じ
ら
れ
た
記
事

は

一
九
二
四
年
十

一
月
で
あ

っ
た
。
そ
の
当
時
他

の
記
事
に
は
ど
の
よ
う
に
報

じ
ら
れ
て
い
た
の
か
。

製
作
発
表
で
は
な
い
が
、
大
正
十
三
年

(
一
九
二
四
)
十
月

に
第

一
号
が
発

　レ
　

行
さ
れ
た

『東
亜
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
に

「東
亜
キ
ネ

マ
製
作

リ
ス
ト
」
と
銘
打

た
れ
た
中

に
、
「
目
下
製
作
中

の
も

の
11
」

と
し
て
い
く

つ
か
の
作
品
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
「長
野
健
太
原
作
、
H

・
K

ハ
イ
ラ
ソ
ド
、
賀
古
殘

夢
監
督

日
獨
俳
優
合
同
時
代
劇

『種

ヶ
島
』
全
八
巻

力
ー
ル

.
テ
テ
ン
グ
、

ロ
ー

・
ホ
ー
ル
、
島
田
嘉
七
、
生
野
初
子
共
演
」

の
文
字
が
見

い
だ
せ
る
。
題

名
が

『種

ヶ
島
』
で
発
表
さ
れ
て
い
た
。
同
年

の

『
キ
ネ

マ
旬
報
』
十
月

二
十

一
日
号
で
も
、
次

の
よ
う
な
製
作
予
定
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
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東
亞
等
持
院
通
信

松
竹
加
茂

に
在
り
し
賀
古
殘
夢
氏
は
今
回
東
亞
等

持
院
撮
影
所
に
入
所
し
第

一
回
作
品
と
し
て
獨
逸
人

ハ
イ
ラ
ソ
ド
氏
と
共

同
監
督
を
な
し
て
日
獨
合
同
劇
を
完

成
す
る
事

に
な

つ
た
脚
本
は
長
野
健

太
氏
原
作
脚
色
に
な
る

『種

ヶ
島
』

に
て
、
俳
優

は
等
持
院
俳
優
と
獨
逸

俳
優
の
合
同
出
演
な
る
が
目
下
俳
優

不
定
の
爲
め
出
演
俳
優
は
未
定
で
あ

る
。
街
完
成

の
曉
は
獨
逸

に
輸
出
す

る
爲

め
特
に
輸
出
品
丈
特

に
數
場
面

外
國
向
に
撮
影
す
る
筈
で
あ
る
、
題
名
も
輸
出

の
分
は

『武
士
道
』
と
改

　
　
　

題
す
る
由
。

日
本
用
に
は

「種

ヶ
島
」
と
し
て
脚
色
が
決
定
し
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
輸

出
用
を
意
識
し
た
よ
う
で
こ
の
時
点

に
お

い
て

『武
士
道
』
と
改
題
を
表
明
す

る
。
ま
た
、
輸
出
の
為
に

「
外
国
向
き

に
数
場
面
撮
影
す
る
筈
」
と
も
予
見
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ハ
イ
ラ
ン
ト
個
人

の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
大
き
い
」

だ
け
で
も
な
く
、
「国
辱
」
と
後

に
理
解
さ

れ
る
西
洋
人

の
日
本

に
対
す

る
イ

メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
さ
せ
ら
れ
た
わ
け
で
も

な
く
、
日
本
側
も
意
識
し
、
了
解

の

も
と
に
撮
影
を
決
定
し
た
と
読
み
取
れ
る
。

こ
れ
ら
の

一
九

二
四
年

(大
正
+
三
)
十
月

の
記
事
を
皮
切
り

に
、
撮
影
所

通
信
で
そ
の
成
り
行
き
が
報
告
さ
れ
て
い
く
事

に
な
る
。
す

で
に
製
作
中
と
宣

伝
し
た

『東
亜
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
に
遅
れ

て
、
『
キ
ネ

マ
旬
報

一
九
二
四
年
十

一
月

一
日
号
』

の

「東
亞
等
持
院
通
信
」

で

「賀
古
殘
夢
氏
と
獨
逸
の
監
督

ハ

イ
ラ
ン
ド
氏

の
共
同
監
督
に
成
る

『武
士
道
』
は
尚
監
督
中
な
る
が
、
等
持
院

側
の
出
演
俳
優
は
明
石
潮
氏
河
合
み
ど
り
孃
月
形
龍
之
助
氏
島
田
嘉
七
氏
岩
城

秀
哉
氏
泉
春
子
孃
生
野
初
子
孃
等
で
技
師
は
橋
本
佐

一
呂
氏
が
擔
當
し
て

　
む
　

ゐ
る
」
と
、
具
体
的
な
俳
優
陣
が
発
表
さ
れ
、
合
作
映
画

の
製
作
が
本
格
的

に

始
ま

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
大
阪
朝

日
新
聞
十

一
月
二
十

二
日
に
華

々
し
く
報
じ
ら
れ
る
ま
で
に
、

こ
の
製
作
に
は
暗
雲
が
立
ち
込

め
始
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
常

石
氏

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び

シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
で
の
報
告

で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
だ
が
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
紙
面
や
時
間

の
制
限
上
、
そ
こ
ま
で
詳
ら
か
に

述
べ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

引
き
続
き
完
成
ま
で
の
記
事
を
見
て
い
き
た
い
。
『キ
ネ

マ
旬
報

一
九

二
四

年
十

一
月
十

一
日
号
』
「東
亞
等
持
院
通
信
」
に
よ
る
と

「
賀
古
殘
夢
氏
は
尚

日
獨
合
同
映
画

『武
士
道
』
を
監
督
中
な
る
が

セ
ッ
ト
其
他

の
都
合
に
て
中
途

　　
　

に
て
暫
時
中
止
」

し
、
別
の
作
品

(『劍
を
翳
し
て
』)
に
着
手
し
、
さ
き
に
そ

ち
ら
を
完
成
さ
せ
て
い
る
と
、
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
雑
誌
次
号

一
九
二
四
年

十

一
月
廿

一
日
号
の
記
事
を
見

る
と
、
「賀
古
殘
夢
氏
は

『劍
を
翳
し
て
』
を

完
成
し
再
び

ハ
イ
ラ
ン
ド
氏
と
共
に

『武
士
道
』

の
監
督

に
着
手
、
俳
優
は
多

少
變
更
さ
れ
、
新
加
入
の
岡
島

つ
や
子
孃
及
び
衣
笠
英
子
孃
等
が
重
要
な
役
を

　れ
　

勤
め
る
事

に
な

つ
た
」
と
、
製
作
再
開
し
た
も
の
の
今
度
は
俳
優
の
変
更
が
起

き
て
い
る
。
翌
月

一
日
発
行

『
キ
ネ

マ
旬
報
』

に
て
、
『武
士
道
』

は
、
沼
田

紅
緑
監
督

の

『戰
國
時
代
』
と
と
も

に
彦
根
城
に
て
合
同

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十

一
月
下
旬

に
行

い
、
そ

の
た
め
に
等
持
院
撮
影
所
全
員
が
駆
り
出

さ
れ
、
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「大

々
的
冒
險
撮
影
を
斷
行
し
」、
両
作
品

と
も
完
成
に
近
づ

い
て
い
る
と
報
告

　
　
　

さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
ま
た
も
や
中
断
と
な

っ
た
。
『キ

ネ

マ
旬
報

一
九

二
四
年
十
二
月
十

一
日
号
』
で
、
「賀
古
殘
夢
氏
と

ハ
イ
ラ
ン
ド
氏
と

の
共
同
監
督

に
な
る

『武

士
道
』
は

一
時
中
止
と
な

つ
た
。
未
完
成

の
ま
玉
全
然
中
止
と
す
る
か
撮
影
を

　
お
　

續
け
る
か
目
下
未
定
」
と
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
よ
う
で
あ
る
。

年
が
明
け
て

一
九

二
五
年

に
入
る
と
、

『武
士
道
』
製
作

の
情
報
が
錯
綜
し

て
く
る
。

『
キ
ネ

マ
旬
報

一
九

二
五
年

一
月

一
日
号
』
で
は
、
等
持
院
撮
影
所
で
製
作
さ

れ
て
い
た
は
ず
が
、
「東
亞
甲
陽
通
信
」
(
東
亜
キ
ネ
マ
は
甲
陽
撮
影
所
と
等
持
院

撮
影
所
を
持
つ
)
の
欄
に
て
、
二

時
中
止
さ
れ
た

『武
士
道
』
は
再
び

ハ
イ
ラ

ン
ド
氏
及
び
賀
古
殘
夢
氏

の
共
同
監
督
に

て
撮
影
開
始
さ
れ
愈

々
近
日
完
成

の

　ぬ
　

運
び
と
な

つ
た
」
と
報
じ
、
翌
号

一
月
十

一
日
号
に
お
い
て
、
再
び

「
東
亞
等

持
院
通
信
」
の
欄

に
戻
り
、
「賀
古
殘
夢
氏

は
昨
冬
以
來
引
續
き
監
督
中

で
あ

つ
た
日
獨
商
會
と
の
共
同
作
品

『武
士
道

』
を

ハ
イ
ラ
ソ
ド
氏
と
共
に
尚
監
督

を
續
け
る
筈
。
吉
原

の
セ
ッ
ト
は
素
晴
ら

し
き
も
の
に
て
出
來
上
り
次
第
直
ち

　お
　

に
着
手
す
る
豫
定
で
あ
る
」
と
報
告
さ
れ

た
。
「續
け
る
筈
」
「
豫
定
で
あ
る
」

と
は
随
分
弱
気
な
あ
る
い
は
推
し
量

っ
た
よ
う
な
書
き
方

に
思
わ
れ
る
。
そ
れ

で
も
作
品
は
完
成
し
た
よ
う
で
、
同
誌

一
九
二
五
年

一
月
廿

一
日
号

の

「近
作

映
画
紹
介
」
に
以
下
の
よ
う
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

武
士
道

東
亞
等
持
院
映
畫

原
作
脚
色

日
長
野
健
太
氏
、
監
督

"
エ

ッ
チ

・
ケ
イ

・
ハ
イ
ラ
ン
ド
氏

・
賀
古
殘
夢
氏
、
撮
影

凵
橋
本
佐

一
呂
氏

主
要
役
割
ー

マ
ル
コ
・
バ
ル
ボ
ア

"
カ
ー
ル
・
テ
テ
ソ
グ
氏
、

ル
井
ザ

凵

ロ
ー

・
ホ
ー
ル
孃
、
東
堂
信
行

"
御
園
晴
峯
氏
、
靜
香

H
岡
島
艷
子
孃
、

早
見
勝
秋
氏

"
本
間
直
司
氏
、
織
機

日
衣
笠
英
子
孃

〔解
説
〕
獨
逸

の

監
督

ハ
イ
ラ
ン
ド
氏
と
東
亞
と
が
共
同
で
製
作
し
た
日
獨
合
同
劇
で
、
輸

出
向
き

に
作
ら
れ
た
映
畫
で
あ
る
。

略
筋
-
群
雄
各
地
に
割
據
し
て
世
は
痲

の
如
く
亂
れ
て
居
た
戰
國
時
代

の
物
語
。
或
る
海
岸

へ
漂
着
し
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
探
險
船
に
乘
り
込

ん
で

居
た

マ
ル
コ
・
バ
ル
ボ

ア
は
、
其

の
地

の
城
主
東
堂
信
行
に
招
待
さ
れ
て

手
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
た
が
、

マ
ル
コ
の
持

つ
て
居
る
短
銃

の
偉
力
を

見
た
信
行
は
、
そ
の
製
作

の
方
法
を
教

へ
て
呉
れ
る
や
う
に
頼

ん
だ
が
、

マ
ル
コ
は
聞
き
入
れ
な
か

つ
た
、
信
行
は
家
臣
山
部
禮
之
助

に
命
じ
て
ピ

ス
ト
ル
を
製
作
さ
せ
や
う
と
し
た
が
、
成
功
し
な
か
つ
た
。
或

る
風

の
日

此

の
海
岸

ヘ
ル
井
ザ
と
云
ふ
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
乙
女
が
漂
着
し
た
。

マ
ル
コ

は
彼
女
を
介
抱
し
た
が
、
豫
て
信
行
と
は
犬
猿

の
間
柄

で
あ
る
隣
國
の
城

主
早
見
勝
秋

の
家
臣
の
た
め
に
、
二
人
は
城

へ
連
れ
去
ら
れ
た
。
信
行
は

禮
之
助
に
命
じ
二
人
を
助
け
出
さ
う
と
し
た
が
、

マ
ル
コ
だ
け
は
救
ひ
出

し
た
が
、
娘
を
助
け
出
す

こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
。

二
人
の
城
主

の
間
は

斯
く
し
て
盆

々
險
惡
と
成
り
、
早
見

の
軍
勢
は
東
堂
城

へ
攻
め
寄

せ
た
。

マ
ル
コ
は
火
藥
と
鐵
砲

の
製
法
を
教

へ
た
の
で
、
そ
の
威
力

に
よ

つ
て
早
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見
方
は
潰
走
し
た
。
か
く
し
て
ル
井

ザ
も
救
ひ
出
さ
れ
、
東
堂
城
で
は
間

も
な
く

マ
ル
コ
と

ル
井
ザ
、
禮
之
助

と
腰
元
靜
香
の
二
組
の
結
婚
式
が
舉

　　
　

げ
ら
れ
た
。
城
内
に
は
晴
れ
や
か
な
平
和

の
色
が
滿
ち
滿
ち
た
。

『
キ
ネ

マ
旬
報
』
を
確

か
な
情
報
源
と
み
な
す
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く

一
九
二
五

年

一
月
に
映
画
が
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
だ
が
、
『
キ
ネ

マ
旬
報
』

の
日

付
よ
り
遅
れ
て
、
雑
誌

『映
画
通
信
』
に
、
『武
士
道
』
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

『映
画
通
信
創
刊
号
』
(大
正
十
四
年

(
一
九

二
五
)
新
年
号
)
に
あ
る

「東
亞
通

信
」

の
等
持
院
通
信

に
、
「賀
古
殘
夢
氏
」

と
項
目
が
あ
り
、
『劒
を
翳
し
て
』

紹
介
後

「
右
完
全
後
左
を
監
督

に
着
手
」

と

『武
士
道
』

八
巻
が
載

っ
て
い
る
。

内
容
は
、
「總
指
揮

日
牧
野
省
三
氏
、
脚

色

日
長
野
健
太
氏
、
撮
影

凵
橋
本
佐

一
呂
氏

・
持
田
米
三
氏
、
舞
臺
装
置

凵
河
合
弘
氏
、
俳
優

"
カ
ー
ル
・
テ
テ
ン

グ
、

ロ
ー

・
ホ
ー
ル
、
生
野
初
子
、
河
合

み
ど
り
、
明
石
潮
、
岩
城
秀
哉

の
諸

氏

時
代

日
天
文
十

二
年

因
み
に
同
劇

は
同
氏
と
獨
逸
ウ
ー

ハ
ー
會
社

の
監

督

(
ル
ビ
ワ
チ
氏
と
共
に

『
フ
ア
ラ
オ
の
戀
』
を
監
督
せ
し
)
H

・
K

・
ハ
イ
ラ

ン
ド
氏
と
合
同
監
督

種
ヶ
島

へ
の
黒
船
入
港
と
そ
れ
に
因
し
て
武
器
鐵
砲
を

我
國
に
傳

へ
ん
と
し
た
島
主
種

ヶ
島
彈
正

の
麾
下
に
起

つ
た
挿
話
を
描
け
る
も

の
、
尚
同
劇
は
俳
優

に
多
少
の
變
更
新
加
入
岡
島
艶
子
、
衣
笠
英
子
の
二
孃
等
、

　
め
　

重
要
の
配
役
を
せ
ら
れ
た
り
」
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
同
誌

一
九
二
五
年
三

月
号
で
は
、
「
東
亞
通
信

甲
陽
撮
影
所
」

の
欄

に

「賀
古
殘
夢
氏

既
報

の

　
　
　

『武
士
道
』
の
撮
影
を

一
時
中
止
し
た
が

再
び
着
手
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

『キ
ネ

マ
旬
報
』
に
て
は
既
に

一
月
に
完
成
し
た
か
の
よ
う

で
あ
る
が
、
『映

画
通
信
』
を
見
る
限
り
、

一
九
二
五
年
三
月
の
段
階
で
ま
だ
製
作
中

の
よ
う
に

読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
錯
綜
し
て
い
る
も
う

一
つ
の
点
が
、
両
雑
誌
と
も
、

『武
士
道
』
製
作

の
場
が

「等
持
院
撮
影
所
」
と

「甲
陽
撮
影
所
」
と
両
撮
影

所
に
わ
た

っ
て
い
る
事
で
あ
る
。

一
雑
誌
な
ら
記
述
欄

の
誤
植
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
時
期
は
、
ず
れ
る
と
し
て
も
二
雑
誌
と
も
同
じ
報
告
と
な
る
と
、
『武

士
道
』

の
撮
影
が
中
断
、
再
開
を
繰
り
返
す
間
に
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ

て
い
た
と
推
測
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら

一
九
二
五
年
三
月

の

『映
画
通
信
』
以
降
、
い
ま
の

と
こ
ろ

『武
士
道
』
製
作
に
関
す
る
記
事
が
発
見
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

『映
画
通
信
』

一
九
二
五
年

四
月
号
で
は
、

マ
キ
ノ

一
党
と
東
亞
キ
ネ

マ
の
衝

突
に
対
し
て

「牧
野
省

三
氏
に
等
持
院
撮
影
場
の
全
權
を
委
任
し

マ
キ
ノ
映
畫

の
獨
立
を
是
認
す
る
事

に
依

つ
て

一
先
解
決
」
と
し

「
マ
キ
ノ
映
畫

の
結
果
賀

　
　
　

古
殘
夢
、
明
石
潮

一
派
は
甲
陽
撮
影
所

へ
」
と
報
告
し
て
い
る
。
記
事
か
ら
推

測
す
る
に
、

マ
キ
ノ
と
東
亞

の
問
題
に
よ
り
、
製
作

の
場
が
等
持
院
撮
影
所
と

甲
陽
撮
影
所
と
を
行
き
来
し
て
し
ま

っ
た
と
も
読
み
取
れ
な
く
も
な

い
。
だ
が
、

一
体
、
『武
士
道
』
が
正
確

に
い
つ
完
成
し
た
の
か
。
そ
れ
が
明
ら
か
に
な

っ

て
い
な
い
以
上
、
『武
士
道
』
製
作
に
関
わ
る
情
報

の
錯
綜

(と
り
わ
け
二
つ
の

撮
影
所
に
わ
た
る
通
信
記
録
)
と
、

マ
キ
ノ

・
東
亞
問
題
と
が
直
接
関
わ

っ
た

も
の
で
あ
る
と
は
断
言

で
き
な

い
。

そ
し
て
、
次
に

『武
士
道
』

の
文
字
が
見
ら
れ
た
の
が
、
再
び

『
キ
ネ

マ
旬
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報
』

で
あ

る
。

一
九

二
六
年

六
月

一
日
号

の

「各
地
主
要
常
設
館
番
組

一
覧

表
」

の

「京
都

の
部
」
を
み
る
と

「中
央
館

(第
二
京
極
)」

に
て

『武
士
道
』

(東
亞
等
持
院
)
が
六
月

一
日
～
七
日
ま
で
上
映
さ
れ
た
記
録
が
載

っ
て
い
る
。

続

い
て

一
九

二
六
年
六
月

二
十

一
日
号

の
同
欄
、
「東
京

の
部
」

で

「
キ
ネ

マ

倶
楽
部

(浅
草
公
園
)」

に
て
六
月
四
日
～
十

日
ま
で
、
「大
阪

の
部
」
で

「
パ

ー
ク
劇
場

(新
世
界
)」
に
て
六
月

一
日
ー
七
日
ま
で
上
映
。
七
月

一
日
号

の

同
欄

「名
古
屋

の
部
」

で

「中
央
館

(広

小
路
)」
に
お

い
て
六
月
十

五
日

～
二
十
二
日
ま
で
上
映
さ
れ
た
記
録
が
あ

る
。
し
か
し
、
同
誌

の
映
画
批
評
欄

の
対
象
に
は
な

っ
て
い
な
い
。

あ
と
も
う

一
つ
は
雑
誌

『映
画
界
』

一
九
二
六
年
七
月
号
に

「
東
亞
キ
ネ

マ

新
映
畫
」
と
し
て
三
枚

の
ス
チ
ー
ル
写
真

と
共
に
映
画
紹
介

の
記
事
が
見
ら
れ

る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『武
士
道
』
(中
段
及
下
段
)
の
物
語

は
或
る
海
邊

の
村
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

探
險
船
が
漂
着
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
領
主

の
東
堂
信
行
は
船
に
乘

つ
て

居
た

マ
ヌ
エ
ル
を
城
中
に
招
き
鐵
砲

の
製
作
法
を
知
ら
ん
と
し
た
が

マ
ヌ

エ
ル
は
な
か
く

云
は
な
か
つ
た
、
信
行

の
臣
、
禮
之
助
は
鐵
砲

の
研
究

を
命
せ
ら
れ
た
が
、
ど
う
し
て
も
そ

の
秘
密
を
知
る
こ
と
が
出
來
ず
、
苦

肉

の
策
と
し
て
戀
人
靜
歌
を

マ
ヌ
エ
ル
に
近
づ
け
た
。
丁
度
此
時
隣
國
速

見
家

の
領
内

ヘ
ポ
ル
ト
ガ
ル
婦
人

エ
ヴ
ア
が
漂
着
し
そ
れ
を
救

つ
た

マ
ヌ

エ
ル
と
共
に
城
内

に
捕

へ
ら
れ
て
し
ま
つ
た
。
禮
之
助
は

マ
ヌ
エ
ル
の
高

潔
な
心
に
感
じ
て
彼
を
救
ひ
出
し
、
途
に
砲
術

の
教

へ
を
受
け
て
速
見

の

軍
を
惱
ま
し

エ
ヴ

ア
を
も
救
ひ
出
し
て
二
人

の
幸
福
な
船
出
を
遑

つ
た
戀

し
合

つ
た
二
人

の
異
國
人
は
遙
か
に
武
士
道

の
國
を
見
返

つ
て
賞
讃
し
た
。

加
古
殘
夢
氏
と
獨
逸
人
H

・
K

・
ハ
イ
ラ
ン
ド
氏
監
督

の
東
亞
で
は
近
頃

で
の
大
映
畫
。
寫
眞
中
段
は
カ
ー
ル

・
テ
チ
ソ
グ
氏
の

マ
ヌ
エ
ル
と
岡
島

艷
子

の
靜
歌
、
下
段
右

は
明
石
潮

の
禮
之
助
と

マ
ヌ
エ
ル
、
同
左
は
家
臣

　
　
　

切
腹

の

一
場
面
。

お
そ
ら
く
常
石
氏
が
時
を

一
五
四
三
年
と
特
定
し
た
情
報
源
は
、
『映
画
通

信
』
に
あ
る

「
天
文
十

二
年
」
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
辺
り
も
明

ら
か
に
な

っ
て
は
い
な
い
。
も
し
、
当
時
の
脚
本
が
見

つ
か

っ
て
い
た
の
な
ら
、

そ
れ
は
報
告
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

ド
イ
ッ
語
版
の
字
幕

の
挿
入
と
日
本
版
が
異
な
る
と
い
え
る
の
は
、
そ
れ
が

「
ド
イ

ッ
語
」

で
あ

っ
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
発
見
さ
れ
た

『武
士
道
』

の

あ
ら
す
じ
と
、
日
本
公
開
当
時
の
映
画
紹
介
で
の
あ
ら
す
じ
を
く
ら
べ
る
と
、

人
名
が
変
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
「領
主

・
東
堂
信
行
」
が

「大
名

・

頼
朝
」

に
、
隣
国

の

「速
見
家
」
が

「
西
田
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
「
し
ず

か
」
の
漢
字

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
ド
イ
ッ
語
か
ら
翻
訳
し
た
と
き

に
漢

字
変
換
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ば
ら

つ
き
が
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本

版

『武
士
道
』

の
日
本
語
字
幕
で
は

「靜
歌
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も

あ
る
が
、

フ
ィ
ル
ム
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
断
言

は
出
来
な
い
。
「大
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名
」
と
い
う
日
本
語
は
十
九
世
紀
末

の
万
国
博

に
お
い
て
す
で
に
流
布
し
て
い

る
の
で
挿
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
何
故
、
人
名
の
変
更
が
起
こ

っ
た
の
か

は
定
か
で
は
な
い
。
「頼
朝
」
が
す

で
に
日
本
を
想
起
さ
せ
る
人
名
で
あ

っ
た

の
か
も
知
れ
な
い

(源
頼
朝
と
義
経
、
静
で
あ
ろ
う
か
?
)
。

ま
た
、
『
キ
ネ

マ
旬
報
』

の

「
近
作
映

画
紹
介
」

の
あ
ら
す
じ
よ
り
も
、
『映

画
界
』
と
第
四
回
京
都
映
画
祭
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
あ
ら
す
じ
の
方
が
、
内
容

が
よ
り
近

い
。
日
本
で
公
開
さ
れ
た
も
の
も
、
お
そ
ら
く
ほ
ぼ
同
じ
映
像
で
あ

っ
た
と
推
測
し
て
も
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

ヒ

エ
ラ

ル
キ
ー
構
造

の
相
似
形

今
入
手
で
き
た
当
時

の
資
料
と
、

二
〇
〇
四
年

に
発
見
さ
れ
、
第
四
回
京
都

映
画
祭
に
て
特
別
上
映
と
共
に
紹
介
さ
れ
た

『武
士
道
』
の
扱

い
方
を
比
較
し

て
み
よ
う
。

確

か
に
、
『武
士
道
』
が
完
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る

一
九
二
五
年

か
ら
、

上
映
さ
れ
る
ま
で

一
年
以
上

の
月
日
を
要
し
て
お
り
、
何
故
そ
の
よ
う
に
な

っ

た
の
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
製
作
が
決
し
て
順
調
で
は
な
く
、
し

ば
し
ぼ
中
止
し
て
い
た
こ
と
は
事
実

の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
製
作
を
報
じ
る

記
事

に
お
い
て
も
、
公
開
時

の
記
事
に
お

い
て
も
、
日
独
合
作

の

「
大
映
画
」

と
し
て
そ
の
試
み
を
華

々
し
く
報
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
側

に
し
て
も
こ

の
試
み
を

「大
企
画
」
と
受
け
取

っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
『武
士
道
』
の
日
本
公

開
後
に
、
当
作
品
を
批
評
し
た
も

の

が
今

の
と
こ
ろ
見

つ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
監
督

の
賀
古
残
夢
も
公
開
翌
年

の

一

九
二
七
年

に
は
映
画
界
を
引
退
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
あ
ま
り
資
料
が
残

っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
け
れ
ど
も
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

『武
士
道
』
が

日
本
公
開
後
、
全
く
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま

っ
た
映
画
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
、
こ
の
映
画
に
つ
い
て
詳
細
は
不
詳
と
し
な
が
ら

も
、
言
及
し
て
い
る
記
事
が
二
つ
あ
る
。
両
方
と
も

「
キ
ネ

マ
旬
報
社
」
か
ら

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、

一
九
六
〇
年

に
別
冊
企
画
と
し
て
発
行
さ
れ
た

『日
本
映
画
作
品

大
鑑

一
集
』

で
あ
る
。
大
正
十
四
年

(
一
九
二
五
年
)
の
項
目
に
、
「
『武
士
道
』

東
亞
等
持
院
作
品
」
と
あ
り
、
原
作
、
監
督
、
脚
本
、
撮
影
、
出
演
者
が
掲
載

さ
れ
た
後
、
「
封
切
日
不
詳

時
代
劇

(ド
イ
ツ
と
東
亞
キ
ネ
マ
と
が
共
同
で
製

　
　
　

作
し
た
日
独
合
作
映
画
で
輸
出
向
き
に
作
ら
れ
た
)」
と
書

か
れ
て
い
る
。

も
う

一
つ
は

一
九
八
八
年

に
発
行
さ
れ
た

『
日
本
映
画
テ
レ
ビ
監
督
全
集
』

の
賀
古
残
夢

の
項
目
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

「最
初

の
合
作
映
画

『武
士
道
』
を

手
が
け
る
な
ど
進
取

の
気
性
に
富
み
、
新
し
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
研
究
に
も
余
念

　
お
　

が
な
か
っ
た
と
い
う
」
と
解
説
が
な
さ
れ
、
作
品
リ
ス
ト
に
も

『武
士
道
』

の

文
字
が
あ
る
。

前
者
の
記
述
を
見
る
と
、

一
九
二
五
年

に
公
開
さ
れ
た
映
画
が
並
べ
ら
れ
た

後

に
、
「
封
切
日
不
詳
」
作
品
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
引
用
さ
れ
た
出
演
者

の

名
前
な
ど
か
ら
推
測
す
る
に
、
お
そ
ら
く
過
去

の

『キ
ネ

マ
旬
報
』
よ
り
情
報

を
集

め
、
近
作
映
画
紹
介
に
と
ど
ま

っ
た
も
の
を
ま
と
め
て

「封
切
日
不
詳
」
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と
し
て
紹
介
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
実
際

の
公
開
年
が

一
九
二
六
年
と
同
雑

誌
に
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
扱
い
に
な

っ
た
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
。

お
そ
ら
く
、
後

の

「
映
画
批
評
」
対
象
作

品
で
は
な
か

っ
た
た
め
、
ま
た
普
通

な
ら
近
作
紹
介
さ
れ
た
映
画
は
す
ぐ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て

『武
士

道
』
は
公
開
ま
で

一
年
以
上
も
日
数
が
経

っ
て
い
る
の
で
、
見
落
と
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
も
う

一
つ
考
え
ら
れ
る
の
が
、

一
九
六
〇
年
は
戦
後

の
日
本
映
画

　お
　

ピ
ー
ク
時

に
当
た
る
。
大
量
生
産
さ
れ
て

い
る
同
時
代

の
映
画
を
扱

い
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
な
過
去

の
大
量
作
品
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
試
み
に
は
、
お
の
ず
と

限
界
が
伴

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、

一
九
六
〇
年

の
段
階
で
は
、

現
在
と
違
い
、

フ
ィ
ル
ム
が
ビ
デ
オ
に

(
も
ち
ろ
ん
D
V
D
に
も
)
変
換
さ
れ
、

保
存
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
家
庭
用
に
販
売

・
レ
ソ
タ
ル
さ
れ
る
な
ど
は
、
誰
も

思

っ
て
い
な
か

っ
た
時
代
で
あ

っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

た
だ
し
前
者
に
も

「
日
独
合
作
映
画
」

と
記
述
さ
れ
、
後
者

に
お
い
て
も

「
最
初

の
合
作
映
画
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く

の

「
日
本
映
画
史
」
を
編
纂
し
た
人

々
が

、
何
故
こ
の
作
品
を
語
り
落
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
筆
者

の
見
落
と
し
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
二
〇

〇
四
年
現
在

の

『武
士
道
』
再
発
見

の
ニ

ュ
ー
ス
に
、
こ
れ
ま
で
は

『新
し
き

土
』
が
最
初
と
さ
れ
て
い
た
な
ど
と
い
っ
た
記
載
が
な
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
、
過
去

の
映
画
を
振
り
返
る
点

の
バ
イ
ア
ス
が
存
在
し
て
い
る
よ
う

に

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
構
造
は
、
当
時

の
記
事

に
も
似
た
も
の
が
感
じ
ら

れ
る
。

当
時

の
記
事
に
あ
り
、
そ
し
て
二
〇
〇
四
年

の
段
階
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の

一
つ
が
、

ハ
イ
ラ
ン
ト
監
督

の
扱

い
で
あ
る
。
当
時

の
記
事

に
は

「
ウ
ー

フ

ァ
」

の
監
督
と
報
じ
ら
れ
た
り
、
「
ウ
ー
フ
ァ
」
と
の
共
同
製
作
と
謳
わ
れ
て

い
た
。
そ
の
点
に
関
し
て
、
常
石
氏
が
調
査
し
指
摘
し
た
の
は
、
「
ウ
ー
フ
ァ
」

傘
下
で
は
あ
る
が
、
結
局
極
小
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ソ
に
す
ぎ
ず
、
ド
イ
ッ
の
公
開

も

「
ウ
ー
フ
ァ
」

で
は
な
か

っ
た
と
い
う
事

で
あ

っ
た
。

一
見
、
こ
の
指
摘
は

当
時

の
報
道
の
是
非
を
た
だ
し
、
よ
り
正
し
い
情
報
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し

「
ウ
ー
フ
ァ
」
に
何
故
こ
だ
わ

っ
た
の
か
と
、
う
が

っ
た
見
方
も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

「
ウ
ー

フ
ァ
」
と
は
ド
イ

ッ
映
画
を
代
表
す
る
大
会
社
で
あ
り
、
当
時
も
今

も
歴
史
的
に
高
く
評
価
さ
れ
る
名
監
督

・
作
品
を
出
し
て
い
る
会
社

で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
代
は
ド
イ

ッ
の

「表
現
主
義
」
が
日
本

の
映
画
界
に
も
多
く
の
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
歴
史
的
背
景
を
ふ
ま
え
る
と
断
言
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
表
現
主
義
を
生
み
出
し
た
ド
イ
ッ
で
あ
り
、
し
か
も

「
ウ
ー
フ
ァ
」

の
監
督
と
な
る
と
、
日
本
側

の
意
識
と
し
て
、
ド
イ
ッ
の
方
を
上
位
に
見
て
あ

り
が
た
が

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
ウ
ー
フ
ァ
」

の
名
前

を
喧
伝
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
「
は
く
が

つ
く
」
企
画
と
報
じ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
否
定
し
た
こ
と
も
、
「
ウ
ー
フ
ァ
」
は
大
会
社

で

上
位
で
あ
る
が
、

ハ
イ
ラ
ン
ト
は

「
つ
ま
ら
な

い
」
下
位
の
監
督

に
す
ぎ
な
い
、

と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
入
手
し
て
見
る
こ
と
の

出
来
た

『武
士
道
』
が

「
キ
ワ
モ
ノ
」
だ

っ
た
と
い
う
事
の
理
由
に
し
て
い
る
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の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
際
、

一
九

二
〇
年
代

の

『
キ
ネ

マ
旬

報
』
や
そ
の
他
の
映
画
雑
誌
に
寄
せ

ら
れ
た
文
章

の
中

に
は
、
映
画
は

「
芸
術
」

に
な
る
べ
き
で
あ
り
、
「娯
楽
」

で
は
ま
だ
ま
だ
だ
、
と
言

っ
た
指
摘
や
、

「芸
術
映
画
」
と
位
置
づ
け
し
た
も

の
が
評
価

の
対
象
で
あ
る
べ
き
と
し
た
、

「芸
術
」
11
上
位
、
「娯
楽
」
冂
下
位
を

前
提
に
し
て
い
る
言
説
が
見
ら
れ
る
。

先

に
も
述

べ
た
が
、
『武
士
道
』

の
作

品
批
評
が
見
あ
た
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
ま
ま

『武
士
道
』
は
批
評
す

る
対
象

で
は
な
い
映
画
で
あ

っ
た
、

と
も
読

み
取
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「最
初

の
合
作
映
画
」
と
言
及
し
た
も

の

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
枠
組

み
か
ら
は
語
り
落
と
さ
れ
て
し
ま

っ

た
。映

画
研
究
、
映
画
批
評
が
始
ま

っ
て
以

来
、
そ
の
対
象

と
な

る
の
は

「
芸

術
」
作
品
で
あ
り
、
名
作
と
後
に
語
り
継

が
れ
る

「優
れ
た
」
映
画
で
あ
る
と

い
う
無
意
識
が
横
た
わ

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
コ
優
れ
た
」

映
画
は
批
評

・
研
究
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
語
る
必
要
も
な
い
と
斬
り
捨

て
て
し
ま

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。
す
な
わ
ち

「優

れ
た
」
凵
上
位

に
対
し
て
、
「
つ
ま
ら
な
い
」
11
下
位
と
い
う
構
造
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の

無
意
識
が
、
『武
士
道
』

に
対
し
て

「
『発
見
』
を
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
映
画
と

は
と
て
も
言
え
ず
」
と

い
う
発
言

に
つ
な
が

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

「発
見
」
を

「
望
ま
れ
る
」
す
な
わ
ち
収
集

し
た
い
と

い
う
欲
望
対
象

に
な

っ

て
い
る
の
は
、
「優
れ
た
」
名
作
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
バ
イ
ア
ス
が
、
過
去

の
映
画
を
発
掘
し
て
い
く
上

で
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
を
軽
く
見
る
の
は
、

い
さ

さ
か
危
険

の
よ
う
な
気
が
す
る
。

こ
の
よ
う
な
作
品

に
上
下

(優
劣
)
を

つ
け
る
無
意
識
を
、
仮

に

「
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
構
造
」
と
名
付
け
て
お
こ
う
。
こ
れ
を
念
頭
に
、

二
〇
〇
四
年

の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
の

『武
士
道
』

の
位
置
づ
け
、
評
価
な
ど
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
。

現
在
、
日
本
映
画
の
再
評
価
が
行
わ
れ
て
お
り
、

一
九

二
〇
年
代

に
お
い
て

す
で
に
日
本
の
時
代
劇
映
画

の
中

に
は
、
水
準

の
高
さ
を
誇

っ
た
作
品
が
多

々

製
作
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
フ
ィ
ル
ム
の
再
発
見
が

ニ
ュ
ー
ス
と

な

っ
て
い
る
。
そ
れ

に
比
べ
て
、
『武
士
道
』
は
水
準
が

「高

い
」
と
は
言
え

ず
、
現
に

「映
画
批
評
」

の
対
象

に
も
な

っ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
無

意
識
が
、
そ
こ
に
現
れ
た
日
本
イ

メ
ー
ジ
を
、
「
西
洋
人
」

に
合
わ
せ
た
も

の

で
あ
り
、
「
国
辱
」
と
し
て
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
指
摘
を
引
き
起

こ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
が
指
摘

の
裏

に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
当
時
の
資
料
に
も
、
こ
の
映
画
が

「
輸
出
用
」
と
し
て
製
作
を

意
識
さ
れ
、
そ
の
た
め
に

「
数
場
面
」
撮
影
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
見
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
「
西
洋
人
」

の
イ

メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
前
述
し

た
よ
う
に
冨
田
氏
も
日
本
人
が
自
ら
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
受
け
、
売

り
込
ん
で
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

少
し
、
『武
士
道
』
評
価

か
ら
離
れ
て
し
ま
う
が
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

構
成
員
を
客
観
的

に
眺
め
て
み
よ
う
。
第
四
回
京
都
映
画
祭
に
は
、
他

に
も

シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
い
く
つ
か
催
さ
れ
て
い
る
。
当
た
り
前
だ
が
、
実
行
委
員
会
事
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務
局
が

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
構
成
員
を
事
前

に
依
頼
し
、
調
整
し
て
実
現
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
意
図

の
も
と
に
構
成
員

を
選
出
し
た
か
は
、
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の

『武
士
道
』

の
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
だ
け
、
構
成
員
が
あ

る
共
通
点
を
持

っ
て
い
る
。
常
石
氏
は
東

京
国
立

フ
ィ
ル
ム
セ
ソ
タ
ー
の
研
究

員

で
あ
り
、

こ
の

『武
士
道
』
発
見

に
携

わ

っ
て
い
る
の
で
参
加
は
当
然
で
あ

る
と
し
て
、
他

の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
稲
賀
氏

は
国
際
日
本
文

化
研
究

セ
ン
タ
ー
の
教
授
で
あ
り
、

ベ
ネ

ッ
ト
氏
も
同

セ
ン
タ
ー
の
助
手

で
あ

る
。
冨
田
氏
は
立
命
館
大
学
の
助
教
授
。
山
根
氏
は
司
会
と
は
い
え
、
映
画
評

論
家
だ
け
で
な
く
東
海
大
学
の
教
授

で
も

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
共
通
点

と
は

「研
究
者
」
、
言

い
換
え
れ
ば

「
学
者
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

『武
士
道
』
と

い
う
映
画
を
様

々
な
視
点
か
ら
語
ろ
う
と

い
う
企
画
意
図
で
あ
ろ
う
た
め
か
、

前
述
し
た
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
映
画
研
究
者

だ
け
に
限
ら
ず
、
美
術
史
や
武
道
学

な
ど

の
専
門
家
も
顔
を
そ
ろ
え
て
い
た
。

し
か
し
、
映
画
が
観
客
に
向
け
て
つ

く
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
映
画

の
受
容
者
を
代
表
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト

は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
?

そ
も
そ
も
、
「
映
画
」
が

「学
術
対
象
」

と
し
て
定
着

し
た

の
は
、
本
国

で

は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
経
緯
を
見

て
も
、
先
行
研
究

の
多

い

も
の
は

「芸
術
」
作
品
、
あ
る
い
は

「
優
れ
た
」
名
作
、
監
督
と
さ
れ
て
い
る

も

の
に
集
中
し
て
い
る
。
対
象
と
す
る
映

画

の
中

に
も

「
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
構

造
」
が

い
ま
だ
に
存
在
し
て
い
る
。

当
時

の

「
ド
イ
ッ
」
と

「
日
本
」
、
批

評

・
研
究
対
象
と
な
る

「映
画
」
と

語
り
落
と
さ
れ
る
映
画
、
「発
見
を
待

ち
望
ま
れ
」
る
映
画
と
そ
う
で
な
い
映

画
な
ど
、

い
た
る
と
こ
ろ
に

「
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
」

の
無
意
識
が
横
た
わ
る

　
ぬ
　

よ
う
に
見
え
る
の
は
、
悪
意
の
あ
る
見
方

で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
現
在
の
日
本

の
視
点
か
ら
、
逆
転
し
た

「
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
が
、

『武
士
道
』
を

「国
辱
映
画
」

の
中
に
、
位
置
づ
け
し
て
し
ま

っ
た
と
見
ら
れ

な
い
か
。視

点

の
ず
ら
し
と
今
後
の
課
題

「
国
辱
」
と
い
う
語
は
、
筆
者

に
と

っ
て
は
、
国
を
辱
め
ら
れ
た
と
い
う
憤
り

の

ニ
ュ
ア
ソ
ス
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
(こ
の
場
合
)
日
本
を
辱

め

ら
れ
た
と
い
う
、

一
方
的
な
見
方
だ
け
で
く
く

っ
て
し
ま

っ
て
い
い
の
だ
ろ
う

か
。
例
え
ぽ
、
『武
士
道
』

に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船

に
乗
船
し
、
通
訳
の
役
割

も
果
た
す

マ
ヌ
エ
ル
の
下
僕
と
し
て
、
「中
国
人
」
が
登
場
す
る
。
そ
の
イ

メ

ー
ジ
や
扱
い
を
棚
上
げ
し
て
い
い
の
か
疑
問
が
残
る
。

稲
賀
氏
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
振
り
返

っ
て

「
主
君

の
命
令

(あ
る
い
は
祖
国

の
勝
利
)
を
夫
に
成
就
さ
せ
る
た
め
に
と
、
当

の
夫
に
た
い
す
る
貞
淑
を
犠
牲

に
す
る
静
香
の
行
為
も
、
例
え
ば
日
露
戦
争

の
対
馬
沖
海
戦
に
話
題
を
取

っ
た

ク
ロ
ー
ド

・
フ
ァ
レ
ー
ル
の
小
説

『戦
争

(ラ

・
バ
タ
イ
ユ
)』
(
一
九
〇
九
)
に

反
復
さ
れ
る
」
と
し
、
そ
の
よ
う
な

「
日
本
婦
人
の
貞
操
観

の
解
釈
」
や

「
切

腹
」
を
盛
り
込
む
こ
と
が
、
共
通
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

一

九
三
〇
年
代
に
は
す

で
に
外
国
輸
出
用
に

「
ヨ
シ
ワ
ラ
に
フ
ジ
ヤ
マ
、
ゲ
ー
シ
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お
　

ヤ
は
や
め
て
は
ど
う
か
、
と

の
苦
言
が
呈

さ
れ
た
と
も

い
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

当
時
、
す
で
に

「
国
辱
映
画
」
と
日
本
側
が
思

っ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は

な
い
が
、
『武
士
道
』
製
作
が
開
始
さ
れ

る

一
九

二
四
年
、
ク

ロ
ー
ド

・
フ
ァ

レ
ー
ル
の

『
ラ

・
バ
タ
イ

ユ
』
が

ア
メ
リ

カ
で
映
画
化
さ
れ
、
早
川
雪
州
が
出

演
し
て
い
る
。
そ
し
て
日
本

で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
検
閲
時
に
か
な
り
カ

ッ
ト
さ
れ
、
日
本
公
開
作
品

は
原
映
画

か
ら
離
れ
て
し
ま

っ
た
と
の
指
摘
が

　あ
　

あ
る
。

そ
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ

っ
た
か
ら
、

「
ハ
ラ
キ
リ
」
「
ゲ
イ
シ
ャ
」
あ
る
い

は

「
日
本
婦
人

の
貞
操
観
」
な
ど
が
描
か
れ
る

『武
士
道
』
を
、
日
本
側
が
お

そ
ら
く

「
国
辱
」
と
評
価

し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

だ
が
、
当
時
の
日
本
側

の
ス
タ

ッ
フ
が

「輸
出
用
」
と
意
識
し
て
、
同
意
の

下
に
、
あ
る
い
は
自
ら
進

ん
で
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
受
け
て
、
製
作

さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
前
述

の
冨
田
氏

の
指
摘
か
ら
そ
う

解
釈

で
き

る
。
ま
た
、
現
在

の
時
代
劇
映

画
を
見

て
も
、
例
え
ぽ

『隠

し
剣

　
　
　

鬼

の
爪
』
(
二
〇
〇
四
)
に
お
い
て
、
「
日
本
婦
人

の
貞
操
観
」
(夫
の
為
に
自
分

の
操
を
相
手

(敵
)
に
捧
げ
る
)
が
、
使
用

さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
、
現
在

の
日

本
人
が
、
「
時
代
劇
」
の
世
界
に
お
い
て
そ

の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
引
き
受

け

て
し
ま

っ
て
い
る
例
と
し
て
見
る
こ
と
も

可
能

で
あ
ろ
う
。

二
〇
〇
四
年

の
再
発
見
に
お
い
て

「国
辱
映
画
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
し
ま

っ
た

『武
士
道
』
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
対

し
て
疑
問
符
が
投
げ

か
け
ら
れ
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
稲
賀
氏
は

「
国
寶
映
晝
」
と
謳
わ
れ
た
宣
伝
文
句
を
引

い

て
次

の
よ

う

に
述

べ

て

い

る
。

国
宝
映
画
ど
こ
ろ
か
、
あ
わ
れ
国
辱
映
画
の
系
譜
に
数
え
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
国
辱
映
画
史
を
編
む
義
務

が
わ
れ
わ
れ
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
独
断
的
に

「
す
ば
ら
し
い
」
映

画

(た
と
え
ば
ブ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
の

『
ハ
ラ
キ
リ
』
企

九
二
〇
〉)
と

「
く

だ
ら
な

い
」
映
画
を
裁
断
す
る
蓮
實
映
画
狂
人

の
ご
意
見
に
は
あ
え
て
楯

突
く
こ
と
に
な
る
や
も
知
れ
ぬ
が
、
国
辱
と

の
価
値
判
断
と
、
映
画
史
的

　
　
　

達
成
と
に
亀
裂
の
走
る
瞬
間
を
見
届
け
る
努
力
は
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。

「国
辱
映
画
史
」
と

い
う
視
点
で
編
ま
れ
た
作
品
系
譜
を
、
「国
辱
」

で
は
な

く
、
単

に
そ
の
時
代
に
流
布
し
た

「
日
本
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
視
点
に
置
き
換

え
て
み
る
と
、
ま
た
別

の
研
究
が
成
り
立

つ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
映
画
研

究
の
方
法
論
を
い
た
ず
ら
に
批
判
し
た
と
こ
ろ
で
、
も
ち
ろ
ん
何
も
生
ま
れ
な

い
。
そ
れ
よ
り
、
そ
こ
か
ら
視
点
を
ず
ら
し
て
、
研
究
自
体
を
見
直
し
て
み
た

ら
、
さ
ら
に
研
究
が
拡
が
る
で
あ
ろ
う
。

『武
士
道
』
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
あ
ま
り
に
も
資
料
が
少
な
い
。
参
考

資
料

に
挙
げ

て
い
る
雑
誌

に
当
た

っ
て
み
た
が
、
『武
士
道
』
に
関
す
る
記
事

が
出
て
こ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
も
全
号
揃

っ
て
い
た
わ
け
で

は
な

い
の
で
、
欠
号

の
中
に
ま
だ
可
能
性
が
残

っ
て
い
る
。
現
段
階
で
は
、
筆

者
が

「
国
辱
映
画
」
と
い
う
く
く
り
方
に
疑
問
を
挟
ん
で
も
、
そ
う
で
は
な
い
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と
断
言
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
時

の
社
会
背
景
な
ど
、
考
慮

に
入
れ
て
考

察
し
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

フ
ィ
ル
ム
セ
ソ
タ
ー
の
持

つ
資
料
や
発
表
さ

れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
九
月
以
降
収
集
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
資
料
に
つ
い
て
、

実
際
に
調
査
も
ま
だ
及
ん
で
い
な
い
。
さ
ら
な
る
資
料
収
集
や
精
緻
な
資
料
調

査
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
大
き
く
横

た
わ

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

再
発
見
さ
れ
る
映
画

に
対
し
て
も
、
当
時

の
資
料
収
集

の
困
難
さ
を
覚
悟
し
て
、

研
究
対
象
と
し
て
さ
ら
な
る
映
画
研
究
に

つ
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。

注(
1
)

著

作
権

の
制

限

に

よ
り
以

下
、
写

真

を
略

す

こ
と

は
、
ご

了
承
願

い
た

い
。

(
2
)

「
新

し

き
土

」

一
九

三
七

(
日
11
独
、

J

・
0

・
ス
タ
ジ

オ
)

監

督

H
ア

ー

ノ
ル
ド

・
フ

ァ
ン

ク
、

伊

丹
万
作

。

出
演

n
原

節

子

、
早

川

雪

洲
、

市

川
春

代
、

マ
ッ
ク

ス

・
ヒ
ン
ダ

ー
、

ル
ー

ト

・
エ
ヴ

ェ
ラ

ー

他

(
3
)

絶
版

に
な

っ
て

い
る
も

の
に
関

し

て

は
目

を
通

し

て

い
な

い
の

で
、

筆
者

の
見

落

と

し
が

あ

る

か
も
知

れ
な

い
が

、
管

見

の
及
ぶ

限

り
、
現

在

の
と

こ
ろ

二
点

し

か
確
認

で
き

て

い
な

い
。

一
つ
は
、

田
中

純

一
郎

『
日
本

映

画
発

達

史

n
』

(中

央

公
論

社
、

一
九

七

六
)

で
あ

る
が

、
「
等

持

院

で
ド

イ

ツ
人

ハ
イ

ラ

ン
ド

と
提

携

し

た

『武

士
道

』

と

い
う

映
画

を

、
新

入
社

の
賀
古

残

夢

の
監

督

で
作

っ
た
り
」

(
二
八
頁
)

と

し
か
書

か
れ

て
お
ら
ず
、

文
脈

に
お

い
て
も

重
要

視

さ

れ

て

い
な

い
。

「
提
携

」

と

「
日
本
初

の
合

作
」

で
は
、
少

し
意

味
が

違
う

よ
う

に
思

わ
れ

る
。
も

う

一
つ
は

『講

座

日
本
映

画

無
声

映

画

の
誕

生
』

(
岩

波

書

店
、

一
九

八

八
)

に
あ

る
。

こ
ち

ら

は
岡

島
艶

子

の
イ

ン

タ
ビ

ュ
ー
に

お

い
て
出

て
く

る

の
だ
が

、

『
武

士
道
』

に

つ
い
て
と

り
わ

け
印
象

が
語

ら

れ

て

い

る
わ
け

で
も
な

い
。

(
4
)

山

根
貞

男

「
謎

を
謎

と

し

て
差

し
出

す

力
」

(
日
本

映

画

時

評

一
九

一
)

『
キ
ネ

マ
旬
報

二
〇

〇

四
年

九

月

下
旬

号

(
Z
o
・H
自

ω
)
』

キ

ネ

マ
旬

報

社
、

二

〇

〇
四
年

九

月
十

五

日
発

行

、

一
一
ニ
ー

二

三
頁
。

(
5
)

『
ラ

ス
ト

・
サ

ム
ラ
イ
』

二
〇
〇

三
、
米

、

ワ
ー
ナ

ー

・
ブ

ラ
ザ

ー
ズ
、

エ

ド

ワ
ー
ド

・
ズ

ウ

ィ

ッ
ク
監

督
、

出
演

"
ト

ム

・
ク

ル
ー
ズ

、
渡

辺
謙

他

(
6
)

『
ラ

ス
ト

・
サ
ム
ラ

イ
』

に
通
じ

て

い
る
と

い
う
意

見

は
、

シ
ソ
ポ
ジ

ウ

ム

に
お

い
て
も

繰

り
返

し
述

べ

て

い
た
。

(
7
)

日
本

の
風

景

を

た
だ

記
録

的

に
撮

っ
た
も

の
は
存

在

し

て

い

る
。

そ

れ
ら

は
劇
作

品

と

し
て
構

成
さ

れ

た
も

の
で

は
な

い
。

(
8
)

常

石

史

子

「特

別

上

映
作

品

『
武

士
道

』
新

た

に
発

見

・
修

復

さ

れ

た
鉄

砲
伝
来

を

め
ぐ

る

日
独
合
作

時
代

劇

」

『第

四

回
京
都

映

画
祭

公
式

カ

タ

ロ
グ
』

京
都

映

画
祭

実

行
委

員
会

事

務

局
、

二
〇

〇

四
年

九

月

一
八
日
発

行

、

一
六
-

一
七
頁
。

(
9
)

同
右

(
10
)

同
右

(
11
)

同
右

(
12
)

「
『
武
士

道
』

公
開

記
念

シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

映

画

は
国
境

を
越

、兄
る
」

『第

四

回
京
都

映
画

祭
公

式

カ

タ

ロ
グ
』

(
前
掲

)
、

四

二
頁
。

(
13
)

冨

田
美

香

「
日
本

、
映

画
、

異
文

化
1

映
画

に
映

る
日
本

の
自
画

像
」

『第

四
回
京

都
映

画

祭
公
式

カ
タ

ロ
グ
』

(
前
述
)
、

四
〇
1

四

一
頁
。
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シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

で
も

「
ハ
ラ
キ

リ
」

「
ゲ
イ

シ
ャ
」
が

「
キ

i

・
タ
ー

ム
」

に

な

っ
た
。

ま

た
、

マ
ヌ

エ
ル
は

明
ら

か
に
静

香

に
好

意

を
持

っ
た

よ
う

に
描

か

れ

、
礼
之

助

の
た

め

に
静

香

が
自

分

の
操

を

捧
げ

る

か
ら
鉄

砲

の
秘

密

を
教

え

て
欲

し

い
と
訪

ね

て
き

た

こ
と

に
対

し
、
戸

惑

い
、
そ

の
申

し

出

を
断

り
、

静

香

を
追

い
返

し

て

い

る

シ
ー

ン
が

あ

る
。

こ

の

シ
ー

ン
も

ま

た

シ
ン
ポ

ジ

ウ

ム

の
話

題

の

一
つ
と

な

っ
て

い
た
。

(
14
)

冨

田
美

香

「
日
本
、

映

画
、

異
文
化

ー
映

画

に
映

る

日
本

の
自

画
像

」

(
前

述
)
、

四
〇
ー

四

一
頁
。

(
15
)

同
右

(
16
)

稲
賀

繁

美

「
歴
史

の
珍

品
と

そ

の
命

運
ー

新

発
見

の
日

独
合

作

フ

ィ
ル

ム

『
武

士
道
』

(
一
九

二
六
)

を

め
ぐ

っ
て
」

『
あ

い
だ

一
〇

五
号
』

二
〇

〇

四
年

九
月

二
〇

日
号

、

二
九
-

三
四
頁
。

(
17
)

『
東

亜

グ

ラ

フ

ィ

ッ
ク

第

一
號

』

映
畫

之

日
本

社

、

一
九

二

四
年

十

月

(
頁
数

な

し
)

(
18

)

『
キ
ネ

マ
旬

報

第

一
七

五
號
』

キ
ネ

マ
旬

報
社

、

一
九

二

四
年

十

月

二

十

一
日
、

二
三
頁
。

(
19
)

『
キ

ネ

マ
旬

報

第

一
七

六
號
』

キ
ネ

マ
旬

報
社

、

一
九

二
四
年

十

一
月

一

日
、

三

二
頁
。

(
20
)

『
キ

ネ

マ
旬

報

第

一
七
七

號
』

キ

ネ

マ
旬

報
社

、

一
九

二
四
年

十

一
月
十

一
日
、

二
四
頁
。

(
21
)

『
キ

ネ

マ
旬

報

第

一
七

八
號
』

キ

ネ

マ
旬

報
社

、

一
九

二
四
年

十

一
月

二

十

一
日
、

二
四
頁

。

(
22
)

『
キ
ネ

マ
旬
報

第

一
七
九
號

』

キ
ネ

マ
旬
報

社

、

一
九

二
四
年

十

二
月

一

日
、

三

二
頁

。

(
23
)

『
キ
ネ

マ
旬
報

第

一
八
○
號

』

キ

ネ

マ
旬

報
社

、

一
九

二
四
年

十

二
月
十

一
日
、

二
五
頁
。

(
24
)

『
キ
ネ

マ
旬
報

第

一
八

一
號

』

キ
ネ

マ
旬

報
社
、

一
九

二
五
年

一
月

一
日
、

四

一
頁

。

(
25
)

『
キ
ネ

マ
旬
報

第

一
八

二
號

』

キ
ネ

マ
旬
報

社
、

一
九

二
五
年

一
月

十

一

日
、

=

二
頁

。

(
26
)

『
キ
ネ

マ
旬
報

第

一
八

三
號

』

キ
ネ

マ
旬
報

社
、

一
九

二
五
年

一
月

二
十

一
日
、

二
〇

頁
。

(
27
)

『映

画
通

信

新
年

号

(創

刊

号
)
』

梅
光

社

出
版
部

、

一
九

二
五
年

一
月
、

三
〇
頁
。

原
文

で
は
、
橋

本

氏

の

「
は

し
」

が

違

う
漢

字

に
な

っ
て

い

る
が

、
該

当

漢

字
が

存

在

せ
ず

。

同

一
人
物

と

判
断

し
、

あ

え

て

「
橋

」

の
字

を
使

用

し

て

い

る
。

(
28
)

『映

画
通
信

三
月

号
』
梅

光

社
出
版

部

、

一
九

二
五
年

三
月

、

三
〇
頁
。

(
29
)

『
映

画
通
信

四
月

号
』
梅

光
社

出
版

部

、

一
九

二
五
年

四
月

、
九

頁
。

(
30
)

『
映

画
界

一
九

二
六
年

七

月
号
』

グ

ラ

フ

ィ

ッ
ク
社

(頁

番

号

な

し
)
、

ス

テ

ィ

ー

ル
写

真

は
、

略

す
。

三
枚

と

も

、

こ

の
度

上

映

さ

れ

た

ド

イ

ッ
版

『
武

士
道
』

中

に
あ

る
場

面

で
あ

る
。

ち

な

み
に
上
映

さ

れ

た
ド
イ

ッ
版

に
照

ら

し
合

わ

せ
る
と

、
「
マ
ヌ

エ
ル
と
静
歌

」

は
静
歌

が
鉄

砲

の
秘
密

を
知

る
為

、

マ

ヌ

エ
ル
の
乗
船

し

て

い
る
船

に
訪

ね

て
い

っ
た

シ
ー

ン
で
、
船

室

に
飾

ら

れ

た

鉄
砲

を
見

せ

て

い
る
場
面
。

「
禮

之
助

と

マ
ヌ

エ
ル
」

は
、

西

田

(
雑

誌
上

は
速

見

)

の
領

地
を

う

か
が

う

二
人

の
場
面

。

「
切
腹

の

シ
ー

ン
」

は
、
酔

っ
て
静
歌

に
絡

ん
だ

二
人

の
侍

が

、
無

礼

な
振

る
舞

い
を

主
君

に
詫

び

る
為

切
腹

す

る
場

面

。
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(
31
)

『
日
本
映

画
作

品
大

鑑

一
集
』

(
キ
ネ

マ
旬

報

別
冊

一
九

六
〇
年

一
月
号
)
、

キ
ネ

マ
旬

報
社

、

一
九

六
〇
年

一
月
、

一
八

ニ
ー

一
八
三
頁
。

(
32
)

『
日
本
映

画

テ

レ
ビ
監
督

全
集

』

キ
ネ

マ
旬
報

社
、

一
九

八
八
年
、

五
〇
四

頁

。

(
33
)

正

確

に
は
、

日
本

映
画

観
客

動

員
数

の
ピ

ー
ク
が

一
九

五

八
年

、
映

画

館

数

の
ピ

ー
ク
が

一
九

六
〇
年

で
あ

る
。

(
34
)

読

売
新

聞

の
記
事

で
は
、

こ

の
映

画
が

「
意

外

と
ち

ゃ

ん
と
出
来

て

い
る
」

と
常
石

氏
が

語

っ
た

ど
伝

え

ら
れ

て
い

る
が

、
京

都

映

画
祭

公

式

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

に
お

い
て

は
、

「
発

見
を
待

ち
望

ま
れ

た
映
画

で
は
な

い
」

と

記

し

て
い
る
。

そ

こ
に
、

す

で

に
日
本

の
映

画
保

存

を

め

ぐ

る
社
会

環

境

の
位

置

づ
け

に
優

先

順
位

を

つ
け

る
無

意
識

が
働

い
て

い
る
と

も
読

み
取

れ

る
。

(
35
)

稲

賀
繁

美

「
歴

史

の
珍

品

と

そ

の
命
運

-

新
発

見

の
日
独

合
作

フ
ィ

ル

ム

『
武
士

道
』

(
一
九

二
六
)

を

め
ぐ

っ
て
」

(
前
述

)
、

三

三
-

三
四
頁
。

(
36
)

『
キ
ネ

マ
旬

報
第

一
七

六
號
』

キ
ネ

マ
旬

報
社

、

一
九

二
四
年

一
一
月

一

日
、

三

三
-

三
四
頁
。

(
37
)

『隠

し
剣

鬼

の
爪
』

二
〇

〇

四
、
松

竹

、
山

田
洋

次

監
督

、

出
演

"
永

瀬
正

敏
、

松

た
か
子

他
。

(
38
)

稲
賀

繁
美

「
歴
史

の
珍

品
と

そ

の
命

運
-

新

発
見

の
日
独

合

作

フ

ィ
ル

ム

『武

士
道
』

(
一
九

二
六
)

を

め
ぐ

っ
て
」

(
前
述

)
、

三
四
頁
。

参
考
文
献

石
巻
良
夫

『欧
米
及
日
本
の
映
画
史
』
プ

ラ
ト
ン
社
、

一
九
二
六

五
味
政
和

『活
動
写
真
講
義
』
大
日
本
活
動
写
真
学
会
、

一
九
二
六

武
田
晃

『映
画
十
二
講
』
素
人
社
、

一
九
二
六

立
花
高
四
郎

『映
画
道
漫
談
』
無
名
出
版
社
、

一
九
二
六

寺
川
信

『映
画
及
映
画
劇
』
大
阪
毎
日
新
聞
社
、

一
九
二
五

寺
川
信

『映
画
雑
記
』
改
善
社
、

一
九
二
五

根
岸
耕

一

『国
産
奨
励
と
映
画
事
業
』
日
本
活
動
写
真
株
式
会
社
、

一
九
二
六

速
見
清

『映
画
と
劇
』
登
美
屋
書
店
、

一
九
二
五

水
野
新
幸

『大
阪
毎
日
新
聞
活
動
写
真
史
』
大
阪
毎
日
新
聞
社
、

一
九
二
五

水
野
新
幸

『映
画
大
観
』
春
草
堂
、

一
九
二
六

吉
川
速
男

『活
動
写
真
の
う
つ
し
方
』
ア
ル
ス
、

一
九
二
六

『全
日
本
映
画
界
総
覧
』
成
瀬
書
店
、

一
九
二
六

『日
本
映
画
年
鑑

大
正
十
四
年
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
二
六

『文
部
省
推
薦
映
画
目
録
第

一
輯
』
文
部
省
、

一
九
二
五

雑
誌

『映
画
往
来
』
往
来
社

『映
画
改
造
』
映
画
改
造
社

『映
画
教
育
』
映
画
教
育
研
究
会

『映
画
芸
術
』
映
画
芸
術
社

『映
画
研
究
』
映
画
研
究
社

『映
画
雑
誌

シ
ネ
マ
』
映
画
普
及
社

『映
画
時
代
』
映
画
時
代
社

『映
画
時
代
』
文
藝
春
秋
社

『映
画
紹
介
』
ア
カ
ジ
ン
ヤ
出
版
部
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『
映

画
随
筆

』
映

画
随

筆
社

『
映

画
と
芝

居
』

フ
ァ
ー

ス
ト

・
ナ

シ

ョ
ナ

ル
映

画
会

社

『
映
画

パ

ン
フ

レ

ッ
ト
』
映

画

パ

ン

フ
レ

ッ
ト
社

『
映
画

文
芸

』

つ
み
き

社

『
キ

ネ

マ
レ
ビ

ュ
』
関

西
映

画
通

信
社

『
週
間

マ
キ

ノ
』

マ
キ

ノ
映

画
配

給
所

宣
伝

部

『
世
界

映
画
』

世

界
映

画
社

『
日
活

映
画
』

映

画
世
界

社

『
日
本

映
画
』

キ
ネ

マ
旬

報
社

『
フ

ィ
ル
ム

ラ
ン
ド
』

フ

ィ
ル
ム

ラ
ソ
ド
社

『
リ
ズ

ム
』

リ
ズ

ム
社

映画研究の再検討
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